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光華女子学園は昭和14年、東本願寺の故大谷智子裏方（昭和天皇妃-香淳皇后-の妹君）の「仏教精神に基づく女子教育の場」を、との願い
によって設立された真宗大谷派の宗門関係学園です。校訓を｢真実心｣と掲げ、教育の基本を仏教、なかでも親鸞聖人があきらかにされた浄土
真宗の教え、すなわち「生かされ生きていることの自覚」による人間形成に置き、向上心（=精進）、潤いの心（=慈悲心）、そして感謝の心、すなわち
「光華の心」を大切にする人間の育成に努めております。近年女性の生き方が多様化し、女性に係わる社会的問題が多角的に進展する中、女
性の社会での活躍が大いに期待されているのは周知の通りであります。私たちは長年培ってきた本学園ならではの女子教育の理念と人材育
成の成果を基軸に、これからの社会に求められる「知性と教養のある輝く女性の未来」を探求するとともに、社会への知の還元と連携を深め
つつ、女子教育の研究と発展を目指して、「女性キャリア開発研究センター」を2016年４月に開設いたしました。校訓「真実心」があらわす「慈悲
心」、言い換えれば、「おもいやりの心」、「寄り添う心」、「他者への配慮」、「共に支えあう心」は、時代を超えて、現在の殺伐とした心の乾燥社会
においても、強く希求されるものであります。創立以来脈々と受け継がれてきた建学の精神に矜恃を持ち、女子の高等教育機関としての社会的
責任を果たすためにも、女性キャリア開発研究センターの充実発展に一層の努力をしてまいります。

光華女子学園の教育の基本は校訓「真実心」のもと、「思いやりの心」「他者への配慮」「ともに支え合う心」を
持った人材の育成であり、その実践として「光華の心」を持とうとする心がけを大切にしております。「光華の心」
を持つとは、自己を問い、自己と向き合い、自分の姿をあきらかにしようとすること（向上心）を通し、自分を支え
てくださっているすべての存在に感謝できる気持ち（感謝の心）が芽生え、その表れとして思いやりのある言動
が行えるようになる（潤いの心）ということです。このような理念のもと開学以来80余年、一貫して女子教育に
努め、74,000余の卒業生を世に送り出してまいりました。近年、少子高齢化やグローバル化の急速な進展、Society5.0時代の到来などさまざま
な社会環境が変化するなか、社会が期待する女性の役割だけでなく女性自身が思う女性の役割も大きく変わってまいりました。このような変革
期において女子教育の役割は重要であり、期待も高まっています。本学園の女性キャリア開発研究センターでは、在学生のみならず、卒業生や
一般の女性も含め、女性のキャリア開発に関する教育・研究や支援を行っておりますが、その基本は女性の人生に「寄り添う」ことであります。
光華の心を胸に秘め、自分だけでなく他者も慮れる人材、すなわち「自利他利円満」な人材を育成することが「女性の輝く社会実現」に繋がる
という信念のもと、本学園の発展に努力してまいります。

本学に設置されている「女性キャリア開発研究センター」（以下「センター」）の担う業務は6点ほど提示されて
いる。それらは、概ね女子大生が社会人として自立できる存在になるための支援と研究に集約できる。設立
以後の活動を振り返ればそれなりの成果も見られるが、「センター」のさらなる業務効率の高度化のためには、私は２つのことに取り組んで頂
きたいと考えている。一つは内向きのことであるが、個別業務の相関性・関連性を検討し、それを踏まえた組織全体としての有機的構造を明
らかにすることである。こうした整理を通じて、今一概念がはっきりしない「女性のキャリア開発」の内実が詳らかになると考えられる。もう一つ
は、女性のさらなるキャリア形成の促進のためには、内向きの業務に加えて、女性を取り巻く経済・政治・社会環境の抜本的改善・改革を促す
積極的役割を担うべきであろう。研究成果の効果的な社会発信とともに、社会制度の改善・改革（政財界の女性リーダー数の増加、収入の男
女格差の是正等）についても各種チャンネルを通じて意見表出を進めるべきである。米国のデル・テクノロジーの調査によれば、「女性の起業
しやすい都市ランキング」で東京は50位中39位、資金・市場へのアクセス、技術水準でシンガポール（同8位）に大きく水をあけられている。今
後の「センター」の積極的提言・行動を期待したい。

女性キャリア開発研究センターは、キャリア教育機関としての役割と研究機関としての役割を期待されて
います。前者としてインターンシップやボランティア活動の支援、本学独自の自由参加型ラーニング
コミュニティ学Boooの運営、セミナー開催やキャリア相談、後者として女性の就業継続を支援するために
必要なシステムの構築を目標に、在学生対象の職業意識調査や卒業生の就業状況調査を実施し、データの収集と分析を行っています。
そこで得た知見をもとにリカレント教育をスタートさせ、今年度は文部科学省に採択された「次世代ケアワーカー育成プログラム」を運営
しました。大学における教育や学生支援のあり方は21世紀に入って様変わりし、一方で女性の働き方の変化が男性の働き方にも影響
を与える時代になりました。女子大学が取組む課題は増えつつあり、本学も含めて多くの大学がその社会的役割に気づいています。
京都の３女子大学が全国の女子大学に呼びかけた「女子大学連携ネットワーク」に多くの女子大関係者の方々が集ってくださるのは、
個々の大学で対応するには限界がある課題を共に解いていく時代にきていることを共有し合えるからでしょう。女性たちの就労に対する
意識が変化するなかで、これからの女子大学が社会に出た女性たちに何ができるのか、何をするべきか。今後も多様な仕事、異なる
ニーズをもつ女性たちに向けたサポートを進めてまいります。
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光華女子学園は、京都光華女子大学、京都光華女子大学大学院、京都光華女子大学短期大学部、京都光華高等学校、京都光華中学校、
光華小学校、光華幼稚園を設置し、同一キャンパスにすべての校園を配する総合学園として 2020 年度、創立 80 周年を迎えた。

Ԋֵ Ωϟϯύス

光華女子学園のメインキャンパスは、京都府京都市右京区に
ある西京極キャンパスである。西京極キャンパスには、国道
9 号線（五条通り）を挟み、北校地に大学院、大学、短期大
学部、幼稚園が、南校地に高等学校、中学校、小学校が設置
されている。西京極キャンパスのほか、大原野グラウンド・
花の寺グラウンド（西京極キャンパスから車で 17 分）を有し、
運動施設として体育の授業や地域への開放などを行っている。

ηϯλʔのׂޫ՚女ֶࢠԂの֓ཁ

女性の人生によりそう「女性が輝く社会」をめざして

　本学は学園創立以来校訓「真実心」のもと、仏教精神に基づく教育で「心豊かで有為なる女性」の育成を実践し、大学短大におい
ては正課教育と併せ、「キャリアセンター」がキャリア教育プログラムや個別相談などを通し、社会に貢献できる人格形成とスキルアッ
プの支援と就職支援を推進してきた。長年培ってきた本学園ならではの女子教育の理念と人材育成の成果に加え、これからの社会と
女性の関係性にフォーカスする教育を通して「女性の生き方」を探求し、女性のライフコースに沿ったキャリアの育成とその手法を
社会に訴求、提言する「女性キャリア開発研究センター」を 2016 年度（平成 28 年度）に開設した。
　2020、2021 年度は下記 5 つの事業に取り組み、「Ⅴ . リカレント教育」では新たなプログラムとして「多様な知識で貢献する次
世代ケアワーカー育成プログラム」を実施した。健康科学部を擁する本学は、就職や有職者のスキルアップにつなげるべく、卒業生
や地域の社会人を対象に、様々な場面での対応力が求められる介護職の知識やスキルを体系的に学ぶカリキュラムを提供した。
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1939( 昭和 14 ) 年   9 月 15 日

1940( 昭和 15 ) 年   4 月   1 日

1944( 昭和 19 ) 年   3 月 11 日

1945( 昭和 20 ) 年   3 月 29 日

1947( 昭和 22 ) 年   3 月 15 日

1947( 昭和 22 ) 年   4 月   1 日

1947( 昭和 22 ) 年 10 月 10 日

1948( 昭和 23 ) 年   4 月   1 日

1950( 昭和 25 ) 年   4 月   1 日

1951( 昭和 26 ) 年   2 月 28 日

1954( 昭和 29 ) 年   4 月 17 日

1964( 昭和 39 ) 年   4 月   1 日

1965( 昭和 40 ) 年   4 月   1 日

1968( 昭和 43 ) 年   4 月   1 日

1987( 昭和 62 ) 年   4 月   1 日

1989( 平成 元 ) 年 11 月 15 日

1991( 平成  3 ) 年   4 月   1 日

1993( 平成  5 ) 年   4 月   1 日

1994( 平成  6 ) 年   4 月   1 日

1994( 平成  6 ) 年 11 月 22 日

1995( 平成  7 ) 年   4 月   1 日

1997( 平成  9 ) 年   4 月   1 日

1998( 平成10 ) 年   4 月   1 日

2000( 平成12 ) 年   4 月   1 日

2001( 平成13 ) 年   4 月   1 日

2002( 平成14 ) 年   4 月   1 日

2003( 平成15 ) 年   4 月   1 日

2004( 平成16 ) 年   4 月   1 日

2005( 平成17 ) 年   4 月   1 日

2006( 平成18 ) 年   4 月   1 日

2008( 平成20 ) 年   4 月   1 日

2010( 平成22 ) 年   4 月   1 日

2011( 平成23 ) 年   4 月   1 日

2013( 平成25 ) 年   4 月   1 日

2014( 平成26 ) 年   4 月   1 日

2015( 平成27) 年   4 月   1 日

2016( 平成28 ) 年   4 月   1 日

2017( 平成29 ) 年   4 月   1 日

2018( 平成30 ) 年   4 月   1 日

2019( 平成31 ) 年   4 月   1 日

2020( 令和 2  ) 年 10 月 30 日

2021( 令和 3  ) 年 11 月 15 日

2022( 令和 4  ) 年   4 月   1 日

財団法人光華女子学園設立認可 光華高等女学校設置認可

光華高等女学校開設

光華女子専門学校開設 数学科、生物科、保健科を設置

高女同窓会「澂清会」発足 

女専同窓会「ふかみぐさ」発足 

学制改革により光華中学校開設 ( 光華高女より )

光華女子専門学校保健科を生活科に改称

学制改革により光華高等学校開設 ( 光華高女より )

光華女子専門学校を光華女子短期大学に移行 文科、家政科を設置

学校法人光華女子学園設立認可

光華衣服専門学院開設

光華女子大学開設 日本文学科、英米文学科を設置 ( 短大文科を移行 )

光華幼稚園開設

光華小学校開設

短期大学、家政科に生活科学専攻と生活文化専攻を設置

総裁大谷智子裏方還浄 (83 才 )

真宗文化研究所開設、情報教育センター開設

短期大学、家政科を生活学科に改称

大学、文学部に人間関係学科を開設

光華衣服専門学院廃校

短期大学、生活学科に 4 専攻を設置

短期大学、生活学科に栄養専攻を設置

光華女子大学大学院開設

文学研究科 ( 修士課程 )、日本語日本文学専攻、英語英米文学専攻を設置

光華女子短期大学、生活学科を光華女子大学短期大学部

生活環境学科に改称

光華女子大学、日本文学科を日本語日本文学科に改称

英米文学科を英語英米文学科に改称

光華女子大学大学院、光華女子大学、光華女子大学短期大学部、

光華高等学校、光華中学校を京都光華女子大学大学院、

京都光華女子大学、京都光華女子大学短期大学部、

京都光華高等学校、京都光華中学校へ校名変更

大学、文学部・人間関係学科を改組、人間関係学部・人間関係学科

を設置

短期大学部、栄養専攻、食生活専攻を改組、大学、人間関係学部に

人間健康学科を設置

大学、人間関係学部に社会福祉学科を設置

大学院に人間関係学研究科 ( 修士課程 ) を設置

京都光華女子大学カウンセリングセンター

( 人間関係学研究科附属施設 ) 開設

京都光華女子大学エクステンションセンター開設

短期大学部、生活環境学科を改組、ライフデザイン学科を設置

ライフデザイン学科「地域総合科学科」適格認定

短期大学部にこども保育学科を設置

大学、人間関係学部を人間科学部に改称

大学、英語英米文学科を国際英語学科に改称

大学、人間健康学科を健康栄養学科に改称

大学、文学部、人間科学部を改組、人文学部、キャリア形成学部、

健康科学部を設置

人文学部に文学科、心理学科を設置

キャリア形成学部にキャリア形成学科を設置

健康科学部に健康栄養学科を設置

大学、健康科学部に看護学科を設置

大学、健康科学部健康栄養学科に健康スポーツ栄養専攻を開設

地域連携推進センター・環境教育推進室を設置

大学、健康科学部に医療福祉学科 ( 社会福祉専攻・言語聴覚専攻 )、

心理学科を開設

大学院、人間関係学研究科を心理学研究科に改称

大学院に看護学研究科を設置

短期大学部、こども保育学科を改組、大学、こども教育学部

こども教育学科を設置

女性キャリア開発研究センターを開設

教職・保育職支援センターを開設

大学に助産学専攻科を設置

リベラルアーツセンターを開設

富小路まちやキャンパスを開所

光華もの忘れ・フレイルクリニックを開院

大学に人間健康学群を設置
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Ⅰ. 女性のための就業継続支援システムの構築活動報告

(1) 卒業予定者対象　「キャリア支援調査」比較結果

　卒業間近の大学 4 年生および短大 2 年生を対象に、「キャリア支援調査」を行った。本報告では、2018 年 3 月から
2020 年 3 月に行った 3 回の調査結果の比較を一部紹介する。

　在学中に出会ったロールモデルの数を尋ねた結果（①）、2018 年度と 2019 年度を比較すると、大学においては全体的
に横ばい、短大においては「０人」が減少している。しかし 2019 年度と 2020 年度では、大学・短大ともに「0 人」の回
答が増加している。この結果から、新型感染症の影響による入構制限やオンライン授業によって、ロールモデルと出会う
機会が減少したと考えられる。

　女性が職業を持つことについて尋ねたところ（②）、大学では「再就職型（子どもができたら職業をやめ、大きくなった
ら再び職業をもつ方がよい）」が概ね３割前後となっている。短大においては「出産退職型（子どもができるまでは職業を
もつ方よい）」と「結婚退職型（結婚するまでは職業をもつ方がよい）」が減少している。

　「男女とも職業をもち経済的に自立するのがよい」についての意見を尋ねたところ（③）、「そう思う」または「どちらか
というとそう思う」と回答した人が、大学では８割台となっている。一方で短大においては、その合計が８割台から７割
台に減少している。

ᶃຊֶͰग़ձͬたϩʔϧϞσϧの

ᶄ�女性͕৬業Λͭ࣋͜ͱʹ͍ͭͯの͑ߟ

ᶅʮஉ女ͱ৬業Λͪࡁܦతʹཱࣗ͢Δの͕ྑ͍ʯʹର͢Δ͑ߟ

年度 対象者 調査期間

2018
 大学 4 年生　419 名／回収数 153　回収率 36.5％

 短大 2 年生　114 名／回収数 85　  回収率 74.6％
2018 年 12 月 22 日～ 2019 年 3 月 20 日

2019
 大学 4 年生　432 名／回収数 219　回収率 50.7％

 短大 2 年生　106 名／回収数 52　  回収率 49.1％
2019 年 12 月 12 日～ 2020 年 3 月 15 日

2020
 大学 4 年生　486 名／回収数 277　回収率 57.0％

 短大 2 年生　93 名／回収数 38　    回収率 40.9％
2020 年 12 月 20 日～ 2021 年 3 月 28 日
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　「卒業後の支援に関する要望」について聞いたところ（④）、大学では「専門職のためのスキルアップ講座・免許更新講座」
が求められている。短大においてもこの項目のニーズは高まっているが、より多くが「人生や生き方に関する講座・悩み
の相談」を選択した。

　「女子大の良い面」について尋ねたところ（⑤）、2020 年度調査において、大学では「女子のみの環境で自由な学生生活」
を選択した人が最も多く、短大では「女性の先輩・社会人との交流が多い」が最も多い結果となった。
　その他の回答には、「社会で受けるかもしれない偏見や固定観念を学び、自分がそれらに縛られてしまっていないかを深
く考えることができる」、「女性を対象とした法律や社会の動き、これからのキャリアなどについて詳しく学ぶことができ
る」、「同性に教えてもらえることが多い」、などの回答があった。

　以上の結果から、本学の卒業予定者は、大学・短大ともに就業継続意識が高く、卒業してからも学び続けたいという意
欲も高いことから、今後は「女子大の良い面」である「女性の先輩・社会人との交流」を増やすことや「リーダーシップ
を発揮できる」機会の提供が課題であると考えられる。また経済的自立に対して後押しをするだけでなく、人生や生き方
全般について相談できる場の提供が求められていることが分かった。

ᶆ�ଔ業ޙの支援ʹؔ͢Δཁʢෳબʣ ᶇ女ࢠେのྑ͍໘ʢෳճʣ
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(2) 卒業生対象　第 3 回「卒業後のキャリアに関するアンケート調査」結果

　卒業後 18 年～ 26 年の卒業生を対象に、第 3 回「卒業後のキャリアに関するアンケート調査」を行った。質問項目は、「現
在の仕事について（就業形態・勤務先・職場環境など）」、「勤務先で必要とされた能力やスキル」、「男女ともに働き続けや
すくなるために必要なもの」、「必要だと思う『卒業生への支援』」、「女性が職業をもつことについて」、「性役割分業意識」
などである。なお、調査結果を補完するため、調査回答者の中から 10 名にヒアリング調査（調査対象：卒業後 18 年～ 26 年、
調査期間：2021 年１月 30 日～ 2021 年 4 月 3 日）を行っている。これらの集計結果からアンケート調査の一部を紹介する。

ௐࠪରɿଔ業ޙ �� ʙ �� ʢ����  � ݄ଔʙ ����  � ݄ଔʣのຊֶଔ業ੜ
ɹɹɹɹɹൃૹ ���� ௨ɹະண �� ௨ɹ࣮ൃૹ ���� ௨ɹճऩ ��� ௨ɹճऩ �.�ˋ
ௐࠪؒظɿ����  � ݄ �� ʙ ����  � ݄ �� 

　現在就業中の卒業生が 80.8% で（③）、そのうち「事務系の仕事」に従事する人が 41.8％と最も多かった（④）。

ᶃ�ճऀのׂ߹ʢଔ業ʣʢ/����ʣ

ᶅࡏݱ�ɺࣄʹ͍͍ͭͯΔ͔ʢ/����ʣ

ᶄ�ճऀのׂ߹ʢॴଐֶՊʣʢ/����ʣ

ᶆࡏݱ�のࣄの༰ʢ/����ʣ
ΔਓのΈ͍͍ͯͭʹࣄɺࡏݱ˞

　現在就業中の 182 名のうち、「全体的に働きやすい職場である」かどうかについて尋ねたところ（⑤）、「そう思う」または「ど
ちらかというそう思う」と回答した割合は 75.3％であった。
　⑥は、初職を退職した 216 名（96.4%）の退職理由である。回答の内訳は、「その他」（40.3％）が最も多く、次いで「ス
トレスが多い」（23.1%）、「残業の量が適切でない」（13.0%）、「仕事にやりがいを感じていない」（12.5%）、「有給休暇を
取るのに気を遣う」（12.0％）であった。「その他」の中身は、「結婚・出産」、「キャリアアップ」、「契約内容」、「体の不調」
などであった。本調査において、結婚している卒業生は 165 名（73.7％）、子どもがいる卒業生は 151 名（67.4％）であった。

　就業経験のある 224 名に「最初の勤務先で必要とされた能力やスキル」を尋ねたところ、「コミュニケーション能力」に
次いで、「協調性」、「専門知識」、「主体性（物事に進んで取り組む力）」を選択した人が多かった（⑦）。
　また、回答者全員に「必要だと思う『卒業生への支援』」を尋ねたところ、「リカレント教育（資格取得・更新など）の充実」
や「専門職のためのスキルアップ講座・免許更新講座」が求められており、卒業してからも学び続けたいという意欲が感
じられた（⑧）。一方で、「仕事のあっせん・キャリアカウンセリング」、「子育てに関する講座・悩みの相談」、「人生や生
き方に関する講座・悩みの相談」も求められていることから、キャリアを継続していくために適切な相談先が必要である
ことが示唆された。

　以上の結果から、本学の卒業生は、卒業後 18 年～ 26 年が経過しても 80% 以上が働いており、その内 75% 以上が働き
やすい職場であると感じていることが明らかとなった。一方で、95% 以上が初職退職に至っていることからも、初職で必
要とされる能力やスキルを身につけるプログラムの開発と共に、卒業後も一人ひとりの人生に寄り添う継続的な支援が必
要であることが示された。

ᶇ�શମతʹಇ͖͍͢৬Ͱ͋Δʢ/����ʣ

ᶉ࠷�ॳのۈઌͰඞཁͱ͞ΕたྗスΩϧʢ/����ʣ
ʢ্Ґ߲̒ʣ

˞就࿑͕͋ݧܦΔਓのΈ 	ෳબ 


ᶈୀ৬ཧ༝ʢ/����ʣ˞ॳ৬ୀ৬ऀのΈ

ᶊ�ඞཁͩͱ͏ࢥʮଔ業ੜの支援ʯʢ/����ʣ
ʢ্Ґ߲̒ʣ	ෳબ 
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(3)2020 年度 紀要論文抄録

　本研究は、女性の就業継続の促進要因と阻害要因を明らかにし､ 就業継続を支援するための仕組みを構築する上での知

見を提示することを目的とする｡

　本学女性キャリア開発研究センターでは､ 女性の就業継続支援システムの構築に取り組むにあたり､ 2017 年から ｢卒業

後のキャリアに関する調査｣を 2 回にわたり実施した｡ 第 1 弾としては､卒業後 2 ～ 5 年 (2013 年 3 月卒～ 2016 年 3 月卒 )

の本学卒業生に対して 2017 年度にアンケートを行い､ 2018 年度にヒアリング調査を実施した｡ 第 2 弾としては､ 卒業後

7 ～ 16 年 (2003 年 3 月卒～ 2012 年 3 月卒 ) の本学卒業生に対して 2019 年度にアンケート調査とヒアリング調査を実施

した｡ 本稿では､ 第 2 弾の調査結果をもとに分析を進めるとともに､ 第 1 弾の調査結果と比較し考察する｡

　2019 年度に実施したアンケート調査は､ 卒業後 7 ～ 16 年の本学卒業生､ 計 4,377 名を対象とした｡ 調査期間は 2019

年 7 月～ 8 月､ 回収数は 233 名､ 回収率は 5.3% であった｡ その後実施したヒアリング調査は､ アンケート調査の回答者

233 名のうち､ ヒアリング協力の申し出があった 75 名の中から勤務地や職種等を勘案し 12 名 ( 本学 6 専攻より各 2 名 ) の

卒業生に対して実施した｡ 1 名につき 1 ～ 2 時間程度をかけ､ 原則として有識者 ･ 研究者である女性キャリア開発研究委員

のうち 1 名とセンター所員 1 名が同席した｡ ヒアリング調査期間は､ 2019 年 11 月～ 2020 年 1 月である。また 2019 年

12 月～ 2020 年 2 月にかけて女性キャリア開発研究委員会で研究会を 3 回実施した｡

　アンケート調査およびヒアリング調査の結果は､ 2017 年度の分析結果と比較するため当該調査と同様に学科専攻別に

｢専門職志向｣ と ｢非専門職志向｣ に分類した｡ なお､ 卒業時の学部 ･ 学科名が変更されている場合も､ ｢専門職志向｣ と

｢非専門職志向｣ に分類した｡

　本調査では匿名性を確保し､ 倫理的配慮を行った｡

｢専門職志向｣ 学科とは､ 人間関係学部人間健康学科､ 人間関係学部社会福祉学科､ 人間科学部健康栄養学科､ 人間科学部社会福祉学科､ 短大こども保育学科で

ある｡ ｢非専門職志向｣ 学科とは文学部日本文学科､ 文学部英米文学科､ 文学部日本語日本分学科､ 文学部英語英米分学科､ 文学部国際英語学科､ 人間関係学部

人間関係学科､ 人間科学部人間関係学科､ 短大生活環境学科､ 短大ライフデザイン学科である｡

1 アンケート調査結果 ( 卒業後 7 ～ 16 年 )

　はじめにアンケート調査結果を示す｡ 回答者 233 名のうち､ ｢専門職志向｣ は 74 名 (31.8%)､ ｢非専門職志向｣ は 159

名 (68.2%) であった｡

Ⅰ はじめに

Ⅱ 調査概要

Ⅲ 調査結果

【抄録】女子大学 ･ 女子短期大学における就業継続支援システムの構築に向けた予備的研究 (3)
――卒業生を対象としたキャリアについての調査結果 ( 卒業後 10 年前後の状況 )――

加藤千恵 ･ 吉田咲子 ･ 小山理子 ･ 三宅麻未

(1) 現在の勤務先について

　現在の就業状況では回答者の 80% が就業しており､ ｢正社員 ･ 正職員｣ として就業している割合は､ ｢専門職志向｣ が

45 名 (60%)､ ｢非専門職志向｣ が 80 名 (50%) で､ ｢専門職志向｣ の方が 10 ポイント高かった｡

　ここでは「正社員 ･ 正職員」として仕事についている ｢専門職志向｣ の 45 名と ｢非専門職志向｣ の 80 名に着目する｡

｢現在のあなたの仕事について｣ 問うた 24 の設問から､ ｢専門職志向｣ と ｢非専門職志向｣ で､ ｢そう思う｣ ( ｢そう思う｣

+ ｢どちらかというとそう思う｣ の計 ) の差が 10 ポイント以上あった項目を取り上げた｡ ｢専門職志向｣ の方が高かった項

目では､ ｢ポジションに比べて責任が重い｣､ ｢ストレスが多い｣､ ｢定時退出するのに気を遣う｣､ ｢有給休暇をとるのに気を

遣う｣ の 4 項目であった｡ 一方､｢非専門職志向｣ の方が高かった項目は､｢残業の量は適切である｣､｢部下や同僚とのコミュ

ニケーションは円滑である｣､ ｢人間関係に悩みはない｣､ ｢仕事のフォロー体制や交代要員に不安はない｣､ ｢働き方の参考

となる年長者がいる｣､ ｢福利厚生に満足している｣､ ｢育児休業をとりやすい環境である｣､ ｢介護休業をとりやすい環境で

ある｣､ ｢全体的に働きやすい職場である｣ の 10 項目であった｡「専門職志向」では「ストレスが多い」など「就業継続阻

害要因」が含まれているのに対し、「非専門職志向」では「残業の量は適切である」など 10 項目とも「就業継続促進要因」

であることがわかった。

(2) 退職した理由

　働いた経験のある ｢専門職志向｣ 73 名中 53 名 (72.6%) と ｢非専門職志向｣ 157 名中 104 名 (65.6%) が、退職していた｡

　｢専門職志向｣ の「正社員 ･ 正職員」では 1 ～ 2 年で退職する割合が 38 名中 10 名 (26.3%) でそのうち 7 名が ｢上司との

コミュニケーションが円滑でない｣､ 6 名が ｢ストレスが多い｣ ことを退職理由にあげている｡「正社員 ･ 正職員」の勤続年

数別の退職理由を比較すると､ ｢専門職志向｣ の退職者の 60% 以上が退職理由に選んだ要因は､ ｢残業の量が適切でない｣

｢ストレスが多い｣ ｢上司とのコミュニケーションが円滑でない｣ の 3 項目が挙げられた｡

(3) 能力やスキルについて

　「最初の勤務先で必要とされた能力やスキルの中で、重要だと思われるもの」と「大学時代に身につけられた能力やスキ

ルの中で、重要だと思われるもの」を比較し、その差が大きいものを「在学中に身につけられなかったスキル」として着目

した。｢専門職志向｣ の場合､ 上位 3 項目は、差の大きい順に ｢コミュニケーション能力｣､ ｢情報把握力｣､ ｢ストレスをコ

ントロールする力｣ であった｡ ｢非専門職志向｣ では､ ｢情況把握力｣､ ｢コミュニケーション能力｣､ ｢柔軟性｣ であった｡

(4) 求められる卒業生への支援

　必要だと思う ｢卒業生への支援｣ を尋ねた結果､ ｢専門職志向｣､ ｢非専門職志向｣ とも上位 3 項目は､ ｢リカレント教育 ( 資

格取得 ･ 更新 ) などの充実｣､ ｢専門職のためのスキルアップ講座 ･ 免許更新講座｣､ ｢仕事のあっせん ･ キャリアカウンセリ

ング｣ であった｡ ｢専門職志向｣ と ｢非専門職志向｣ で差が 10 ポイント以上あった項目としては､ ｢専門職志向｣ における

｢大学教員とのつながり｣ への要望である｡ この結果から､「専門職志向」では就職後もスキルアップの必要性が高く､ 専門

的な知識を持った良き理解者とのつながりを期待していると考えられる｡

(5) 女性が職業をもつことに対する意識

　女性が職業をもつことに対する意識について､ ｢子どもができても､ ずっと職業を続ける方がよい｣ ( 以下 ｢職業継続型｣ )

と考える ｢専門職志向｣ は 68.9%､ ｢非専門職志向｣ は 56.0% であった｡ 内閣府 (2016) の調査結果によれば､ 30 ～ 39 歳

の女性 (n=218) における就業継続型が､ 60.1% であったことと比較すると､ 本学の ｢専門職志向｣ の卒業生は就業継続意識

が高く ｢非専門職志向｣ の卒業生はその意識が比較的低い傾向にある｡
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(2) 退職した理由についての比較
　卒業後 2 ～ 5 年と卒業後 7 ～ 16 年で初職を 5 年以内で退職した理由を比較すると､ 卒業後 2 ～ 5 年調査では､ ｢福利
厚生に満足していない｣ や ｢育児休業をとりやすい環境でない｣ という退職理由が選択されていないことから､ 近年の女
性が働く環境は制度面を含め全体的に改善されていることが考えられる｡

(3) 能力やスキルについての比較
　卒業後 2 ～ 5 年の「専門職志向」卒業生が「最初の勤務先で必要とされた能力やスキルのうち、重要だと思われるもの」
で在学中に身に付けられなかったスキルは、｢ストレスをコントロールする力｣ と ｢コミュニケーション能力｣ であった。
卒業後 7 ～ 16 年調査では「コミュニケーション能力」、｢情況把握力｣､ ｢ストレスをコントロールする力｣ があげられた｡
　｢非専門職志向｣ の卒業後 2 ～ 5 年調査では､ ｢情況把握力｣､ ｢コミュニケーション能力｣､ ｢柔軟性｣ であり、卒業後 7

2  卒業後 2 ～ 5 年調査と卒業後 7 ～ 16 年調査のアンケート結果比較

(1) 現在の仕事についての比較
　新卒採用では､ 正社員 ･ 正職員化を前提とした非正規採用の事例も多く､ 卒業後 2 ～ 5 年調査の 66 名 ( 正規社員 55 名､
非正規社員 11 名 ) と､ 卒業後 7 ～ 16 年調査の 125 名 ( 正規社員 80 名､ 非正規社員 45 名 ) の状況を ｢専門職志向｣､ ｢非
専門職志向｣ 別に比較した ( 図 1)｡

図 1　現在のあなたの仕事について：「そう思う」の割合比較

■専門職志向　2 〜 5 年（n=33）
□専門職志向　7 〜 16 年（n=45）

■非門職志向　2 〜 5 年（n=33）
□非門職志向　7 〜 16 年（n=80）

表 1 ヒアリング調査対象一覧
※ L の卒業学科は ｢非専門職志向｣ で分類しているが､ 専門職としての経験をヒアリングしているため

｢専門職志向｣ として分析を行った｡

～ 16 年調査でも同じ 3 項目があげられたことから大きな変化は認められなかった｡ しかし､ ｢非専門職志向｣ では､「主体
性（物事に進んで取り組む力）」、「実行力」、「課題発見力」については、最初の勤務先で必要とされたが身に付けられなかっ
た項目との差が減少していた。特に「主体性」と「課題発見力」は必要とされたとの回答が増えており、総合職として男
女平等な仕事に従事する割合が増えていることが考えられる｡ 多様化する社会で女子学生が社会参画できる教育が実現で
きていることは､ 本学の教育の成果と考えたい｡

(4) 求められる卒業生への支援についての比較
　｢専門職志向｣ で､ 卒業後 2 ～ 5 年と卒業後 7 ～ 16 年の調査を比較すると ｢リカレント教育 ( 資格取得 ･ 更新 ) などの
充実｣ を希望する卒業生が倍増している｡ またこのリカレント教育へのニーズが ｢専門職のためのスキルアップ講座 ･ 免
許更新講座｣ 以上に求められていることや､ ｢仕事のあっせん ･ キャリアカウンセリング｣ も高い傾向にあることから､ 転
職や再就職への意欲が感じられる。また ｢非専門職志向｣ でも､ 卒業後 2 ～ 5 年よりも、卒業後 7 ～ 16 年の方が卒業生
支援の期待が全体的に高まっている結果となった｡

(5) 社会通念の変化についての比較 
　男女の地位が平等であるかどうかを問うた設問をもとに､ 卒業後 2 ～ 5 年調査と卒業後 7 ～ 16 年調査での社会通念の
差を比較すると､ 近年この社会通念が大きく変化していることが理解できる｡ 卒業後 2 ～ 5 年の本学卒業生において､ 家
庭 ･ 職場 ･ 社会において男女平等と回答している割合が 3 割以上となっており卒業後 7 ～ 16 年よりも増加している｡

3 ヒアリング調査結果―就業継続の促進要因と阻害要因
　次に､ ヒアリング調査結果を示す｡ 表 1 は､ 調査対象者一覧である｡ ここでは､ アンケート調査で尋ねた ｢現在のあな
たの仕事について｣ の 24 項目を中心に ｢専門職志向｣ と ｢非専門職志向｣ の就業継続の促進要因と阻害要因について確認
した｡

「専門職志向」で、卒業後 2～5年と卒業後 7～16 年の調査を比較すると「リカレント教育（資格取

得・更新）などの充実」を希望する卒業生が倍増している。またこのリカレント教育へのニーズが「専

門職ためのスキルアップ講座・免許更新講座」以上に求められていることや、同時に「仕事のあっせ

ん・キャリアカウンセリング」も高い傾向にあることから、管理職に向けた教育や転職及び再就職への

意欲が想像される。

「非専門職志向」でも、卒業後 7～16 年の方が卒業生支援への期待が高まっている結果となった。

(5) 社会通念の変化

男女の地位が平等であるかどうかを問うた設問をもとに、卒業後 2～5年調査と卒業後 7～16 年調査

での社会通念の差を比較すると、近年この社会通念が大きく変化していることが理解できる（図 14）。

卒業後 2〜5年の学生において、家庭・職場・社会において男女平等と回答している割合が 3割以上と

なっており卒業後 7〜16 年よりも割合の増加が見られる。

3 ヒアリング調査結果―就業継続の促進要因と阻害要因

次に、ヒアリング調査結果を示す。表１は、調査対象者一覧である。ここでは、アンケート調査で尋

ねた「現在のあなたの仕事について」の 24 項目を中心に「専門職志向」と「非専門職志向」の就業継

続の促進要因と阻害要因について確認した。

卒業学科 資格 就業形態 業種 職種 勤続

年数

退職

Ａ

専門職志向

幼稚園教諭 正社員・正職員 教諭・学習

支援業、医

療・福祉

専門・技術

職

６ 経験有

Ｆ 保育士 正社員・正職員 教諭・学習

支援業

専門・技術

職

５ 経験有

Ｅ 管理栄養士 正社員・正職員 医療・福祉 専門・技術

職

２ 経験有

G 社会福祉士・

精神保健福祉士

正社員・正職員 医療・福祉 専門・技術

職

８ 経験有

J （社会福祉士希

望）

パート・アルバ

イト

医療・福祉 専門・技術

職

３ 経験有

D （管理栄養士希

望）

正社員・正職員 小売業 専門・技術

職

― ―

L※ 臨床心理士・

精神保健福祉士

正社員・正職員 医療・福祉 専門・技術

職

５ 経験有

C

非専門職志

向

― 正社員・正職員 小売業 販売職 ２ 経験有

H ― 正社員・正職員 運輸業 専門・技術

職

― ―

I ― 正社員・正職員 情報通信業 事務職 ― ―

K ― パート・アルバ

イト

小売業 販売職 ９ ―

B ― 正社員・正職員 製造業 事務職 ５ ―

表 1 ヒアリング調査対象一覧

※ L の卒業学科は非専門職志向で分類しているが、専門職としての経験をヒアリングしているた

め専門職志向として分析を行った。

５ アンケート調査とヒアリング調査のまとめ

アンケート調査とヒアリング調査の結果を示してきたが、その結果を概観したい。

まず、アンケート調査で「現在の勤務先について」尋ねた結果、「専門職志向」は「非専門職志向」

と比べ、促進要因が少なく阻害要因が多いことが明らかとなり、卒業後 2～5年の状況をまとめた第 2
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4 アンケート調査とヒアリング調査のまとめ
(1) 卒業後 7 ～ 16 年のアンケート調査結果についてのまとめ
　アンケート調査で ｢現在の勤務先について｣ 尋ねた結果､ ｢専門職志向｣ は ｢非専門職志向｣ と比べ､ 促進要因が少なく
阻害要因が多いことが明らかとなり､ 卒業後 2 ～ 5 年の状況をまとめた第 2 弾調査結果が支持された｡ また初職継続者と
転職者では現在の職場意識に対してどのような違いがあるのかを確認したところ､ 転職しても必ずしも職場環境が改善さ
れているとは限らないことがわかった｡ 初職継続者の傾向をみたところ､ 就業期間に伴って就業継続の促進要因が増える
ことはなかったが､ 就業継続をする中で自分にあった働き方を見つけ適切な業績評価を得ていることから､ 初職を継続す
ることが一定の社会的評価につながることが示唆された｡ 次に退職理由を尋ねた結果､ ｢専門職志向｣ ｢非専門職志向｣ と
もに､ 1 ～ 2 年で退職する理由は ｢上司とのコミュニケーションが円滑でない｣ ことで､ 指導者との関係性が早い時期か
ら重要であることが示唆された｡ ｢専門職志向｣ の「非正社員・非正職員」は少数であり、1 年未満での退職者はいない。
しかし 3 ～ 4 年での退職者が多いことと、転職し正社員となる者の割合が高いことから､ ｢専門職志向｣ では､ 非正規雇用
後 3 年程度で正規雇用へ転換や転職をしていると考えられる｡
　｢専門職志向｣ で「正社員・正職員｣ の退職理由としては､ 2 ～ 3 年で退職した人の約 50%､ 3 ～ 5 年で退職した人の
70% 弱が ｢残業の量が適切でない｣ と回答している｡ ｢非専門職志向｣ では､ 1 年未満で退職した人の約 50% が ｢仕事内
容が能力や希望に合っていない｣､ 2 ～ 3 年で退職した人の 50% が ｢残業の量が適切でない｣ と回答している｡ ｢専門職志
向｣、｢非専門職志向｣ ともに 1 ～ 2 年で退職する理由は ｢上司とのコミュニケーションが円滑でない｣､ 2 ～ 3 年では ｢残
業の量が適切でない｣ ことである｡ 一般的に就職後 2 年は仕事を覚える時期であることを想像すると､ その時期のフォロー
体制が就業継続に影響を及ぼすと考えられる｡
　最初の勤務先で必要とされた能力やスキルと､ 大学時代に身に付けた能力やスキルの差については､ ｢専門職志向｣ と
｢非専門職志向｣ の両方において､ ｢コミュニケーション能力｣ ｢柔軟性｣ ｢情況把握力｣ ｢ストレスをコントロールする力｣
に不足を感じていたことがわかった｡ 必要だと思う ｢卒業生への支援｣ を尋ねた結果､ ｢専門職志向｣､ ｢非専門職志向｣ と
も上位 3 項目は､ ｢リカレント教育 ( 資格取得 ･ 更新など ) の充実｣､ ｢専門職のためのスキルアップ講座 ･ 免許更新講座｣､
｢仕事のあっせん ･ キャリアカウンセリング｣ であった｡ 特に専門職では就職後もスキルアップの必要性を強く感じており､
専門的な知識を持った良き理解者とのつながりを期待していると考えられる｡

(2) 卒業後 2 ～ 5 年調査と卒業後 7 ～ 16 年調査の比較についてのまとめ
　初職継続状況を俯瞰すると､ 卒業後 7 ～ 16 年で「正社員 ･ 正職員」として働いている人は､ ｢残業の量は適切である｣
｢昇進 ･ 昇格は適切である｣ ｢福利厚生に満足している｣ に対して納得感が高まっていることがわかった｡ 特に､ ｢非専門職
志向｣ の結果で ｢全体的に働きやすい｣ との回答が増えていた｡ 他方､ 未就業者を比べた場合､ ｢専門職志向｣ で 16%､
｢非専門職志向｣ で 20% となっており､ 学生時代に就業継続の意義を明確にすることがその後の意識に影響することが考
えられる｡ さらに転職理由としては､ 特に ｢非専門職志向｣ において ｢残業の量が適切でない｣ という要因は卒業後 2 年
～ 5 年の調査結果の方が､ 卒業後 7 ～ 16 年調査と比較して倍増していることから､ かつては ｢非専門職志向｣ の入社初
期での仕事は補助的な内容だったが､ 近年では、早い段階からいわゆる総合職としての仕事に従事する傾向にあることが
考えられる｡ 最初の勤務先で必要とされた能力やスキルと､ 大学時代に身に付けた能力やスキルの差については､ 卒業後
2 ～ 5 年調査と卒業後 7 ～ 16 年を比較しても大きな変化は認められなかった｡ 必要とされる卒業生支援については､ ｢専
門職志向｣ の卒業生を比較すると ｢リカレント教育 ( 資格取得 ･ 更新など ) の充実｣ を希望する卒業生が 2 倍に増加してい
た｡

(3) ヒアリング調査についてのまとめ
　ヒアリング調査では､ ｢専門職志向｣ の場合には､ 夢をかなえるために必要とされるポジションやスキル､ 自身の役割に
ついても自覚していること､ またその役割意識に応えてくれる職場環境が就業継続を支えていると考えられる｡ 反対に就
業継続の阻害要因としては､ 自身の資格や能力を活かせない環境に納得ができないことが転職につながっていた事例をみ
た｡ また ｢働き方の参考となる年長者｣ の存在や ｢昇進 ･ 昇格｣ が仕事のモチベーションであり､ 促進要因となっている
と言える｡ 阻害要因は初職継続､ 転職のどちらにおいても､ その職場環境で自分にあった働き方ができると感じられるこ
とが重要だと考えられる｡

Ⅳ 考察

Ⅴ 終わりに

1 職場環境についての課題
　｢働き方の参考となる年長者がいる｣ かどうかについては､｢専門職志向｣ より ｢非専門職志向｣ の方が 20 ポイント高かっ
た｡ また､ ｢育児休業が取りやすい環境である｣ は双方で割合が高くなっているが､ ｢介護休業が取りやすい環境である｣
は ｢非専門職志向｣ の方が 25 ポイント高かった｡ これらの結果から制度面の対策は､ ｢非専門職志向｣ の職場で進んでい
るように見受けられる｡ 今後、女性の就業継続を推し進めるためには、「専門職志向」の職場においても男女共に働きやす
い制度面の充実が必要と考えられる｡

2 ｢専門職志向｣ 卒業生にみる課題
　現在の勤務先について､ 卒業後 2 ～ 5 年調査と卒業後 7 ～ 16 年調査を比較したところ､ ｢専門職志向｣ の職場におい
ては仕事の経験を積むことで自律性が高まる一方､ 仕事の相談ができる人が減少することが考えられ､ 負担感の増大が懸
念される｡ また退職理由についてみると､ 初職就業 2 ～ 3 年､ 3 ～ 5 年で ｢残業の量が適切でない｣ という理由が多く選
択され､ 仕事が集中することにより残業時間の増加が想像され､ 業務の改善が課題と言える｡ さらに必要とされる卒業生
支援からはリカレント教育へのニーズが高く､ 専門的なスキルの向上に加え､ 転職および再就職への支援プログラムなど､
幅広い領域にまたがる教育が求められている｡

3 ｢非専門職志向｣ 卒業生にみる課題
　卒業後 2 ～ 5 年調査と卒業後 7 ～ 16 年調査を比較すると､ 職業を維持することは ｢収入を得るため｣ だけでなく､ 社
会への貢献として人生を豊かにするものとしてとらえ就業継続していることが見られた｡ このような結果から､ 本学の教
育目標 ( 働く意義の理解 ) を達成していると考えられる｡ 卒業後 7 ～ 16 年で「正社員 ･ 正職員」として働いている人は､
卒業後 2 ～ 5 年調査に比べ働くことへの納得感が高まっており､ ｢全体的に働きやすい｣ との回答が増えていることからも
｢自分なりの働きがい｣ を見いだしていると考えられる｡ ただし､ 未就業率を比べた場合､ ｢専門職志向｣ で 16%､ ｢非専門
職志向｣で 20% となっていることから､働きがいを見いだせず退職してしまうことも想像できる｡就業継続の意義とモチベー
ション維持､ メンタルヘルス向上への支援も必要とされている｡

　本調査では､ 卒業後 7 ～ 16 年の卒業生に対するアンケート調査およびヒアリング調査の結果をまとめるとともに､ 卒業
後 2 ～ 5 年の卒業生に対するアンケート結果との比較を行い就業意識の差異を検討してきた｡ これらの結果をふまえ､ 卒
業生の初職継続意識の向上や支援に必要な取り組みとして､ 次の 3 点が考えられる｡ 1 点目は､ 働き方の参考となる多様
な人との交流を促す ｢ロールモデルの提示と卒業生ネットワークの構築｣ である｡ 2 点目は､ モチベーションの維持やメ
ンタルヘルス向上への支援となる ｢卒業生のためのキャリア相談｣ である｡ 3 点目は､ 卒業生の再就職支援やキャリアアッ
プのための ｢学び直しの機会の提供｣ である｡



ʮژֶੜ '"45 ߹ಉݚࡂमձʯ

ʮֶ۠ࣗओࡂձ૯߹܇ࡂ࿅ʯ

ʮֶੜফஂһҙަݟձʯ

ʮژٴͼԬݝのֶੜʹΑΔަྲྀձʯ

ʮ۪ؐηϛφʔاըʯ

ֶੜژ '"45

ɹ࣌ɿ����  �� ݄ �� ʢʣ�ɿ�� ʙ ��ɿ��
ɹॴɿژࢢফ活動૯߹ηϯλʔ
֓ɹཁɿࢀՃେֶのֶੜࣗͰスΩϧΞοϓͱࣝのशಘΛ͢ࢦ߹ಉݚमձʹࢀՃ͠たɻ'"45 の活動ϝϯόʔফஂͱ

のҙަݟަྲྀΛ;·͑ͯɺޙࠓのফ活動の͋ΓํΛ͑ߟたɻ

ɹ࣌ɿ����  �� ݄ �� ʢʣ�ɿ�� ʙ ��ɿ��
ɹॴɿژࢢফֶߍ
֓ɹཁɿֶੜফஂһの߹ಉのҙަݟɺ報ަٴͼάϧʔϓ౼ٞの΄͔ɺ์ਫମݧɺϗʔスのԆͳͲফஂһʹඞཁͳ

たɻ͠ࢪ࿅Λ࣮܇

ʮফஂ活動ʯ
͜ͲڭҭֶՊ �ੜதྰ͞ΜɺӃୈೋফஂһʹೖஂ͠ɺಓ࿏্のϙϯϓݕճΓଞফஂͱのҙަݟձاըʹܞΘΓɺ
ఆظతʹ活動ʹࢀՃ͍ͯ͠·͢ɻ

ɹ࣌ɿ����  �� ݄ �� ʢՐʣ��ɿ�� ʙ ��ɿ��
ɹॴɿ[PPN
֓ɹཁɿ	�
 ΦϯϥΠϯ܇ࡂ࿅ɺ	�
 ҙަݟձ

ɹ࣌ɿ����  � ݄ �� ʢ݄ʣ< தࢭ >
ɹॴɿژจڭେֶ
֓ɹཁɿ'"45 のҰһͱͯ͠ɺଞେֶの '"45 ϝϯόʔͱاը͠たηϛφʔɻژจڭେֶのࢣߨʹΑΔஊɺ࣌ࡂʹ

ݴଶએࣄٸۓशΛ༧ఆ͍ͯ͠た͕ɺֶࡂたͬΓํのֶशɺΧʔυήʔムΛ࡞৯のࡂॲஔํ๏ٸΔέΨのԠ͑
ൃྩのҝதࢭͱͳͬたɻ

　京都府には、「京都学生 FAST（Fire And Safety Team）」という府内の大学生消防防災サークルで構成された京都府
公認の学生ネットワークがある。大学生の防災意識の向上と消防団の若手団員確保に向けた事業となっており、すでに
11 大学、約 300 名の学生がそれぞれの大学で活動している。本学も 2019 年度 4 月に加盟し、活動を進めている。

Ճࢀ

Ճࢀ

Ճࢀ

ըا

の͝Ζʯʹిग़ԋ͜ژのʮژ.',(/
����  � ݄ ��  	  
ɺEBJTZ の 0( ����Μʢ͞ࢠʑࡊҪࡩ  � ݄ଔ業ʣ͕ɺ/),'. の͝Ζʯʹిग़ԋ͠ɺ͜ژのʮژ
ൃ͔࣌ΒίϩφՒͰの活動ʹ͍ͭͯΠϯλϏϡʔΛड͚·͠たɻ

活動報告

ྩ � ʢ���� ʣ
� ݄ �� ɹژ৽ฉ
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ʮҬࡂΦϯϥΠϯߨशձʯ

αʔΫϧࡂޫ՚ژ %BJTZ

ɹ࣌ɿ���� �݄ ��ʢՐʣ��ɿ��ʙ ��ɿ��
ɹॴɿ;PPN
ओɹ࠵ɿӈژফॺ º αʔΫϧࡂޫ՚ژ %BJTZ
֓ɹཁɿ�ӈژফॺོࢯߦʢফ՝ୈࡾ෦ॴଐʣΑΓɺҬͰの活動༰Ҭࡂʹ͍ͭͯ
� たɻٞ͠౼͠౼ݕʹϝϯόʔͱͱ͍ͯͭʹࡂΘΕたɻۙͳ໘Ͱのߦश͕ߨ

　男女共同参画視点の減災リーダー育成プログラムの開発は、本学の校訓「真実心＝慈悲心」と、本学の学科・専攻の
専門性を活かした新たな取組である。全国的に災害リスクが高まるなか、自治体、本学の各学科・研究所・センターが
連携し、本学の人的資源・物的資源を活用した減災に取り組む手法の開発に向けて研究を進めている。

　各学科の特色を活かした男女共同参画視点の減災リーダー育成をめざし、2019 年 4 月に
「京都光華防災サークル Daisy」が発足した。これらの活動を通じ「男女共同参画視点の減災
リーダー育成」、および民間団体や行政機関など多様な団体が協働して防災の取り組みを行う
ことのできる地域連携の拠点となることを目指す。

ԋձߨ

ྩ � ʢ���� ʣ

֓ɹཁɿ�ӈژফॺོࢯߦʢফ՝ୈࡾ෦ॴଐʣΑΓɺҬͰの活動༰Ҭࡂʹ͍ͭͯ

ʮྠ೦चͮ͘Γମݧʯ

ʮࡂήʔム�Ϋϩスϩʔυʯ

ʮஉ女ڞಉࢀըのࢹ͔Βのࡂɾ෮ڵΨΠυϥΠϯΦϯϥΠϯߨशձʯ

ɹ࣌ɿ���� ��݄ �ʢʣ�ɿ��ʙ ��ɿ��
ɹॴɿژཱࢢখֶߍ
֓ɹཁɿίϩφՒͰのආॴӡӦ܇࿅ɺϚϯϗʔϧτΠϨのආॴઃඋ

ࣗओ֨ࡐثࡐࢿࡂೲݿʹ͍ͭͯɺࢀՃҬॅຽͱ֬ೝ͠たɻ

ɹ࣌ɿ���� �݄ �ʢۚʣ��ɿ��ʙ ��ɿ��
ɹॴɿ:PV5VCF�-JWF
ओɹ࠵ɿΟϯάスژ
֓ɹཁɿh உ女ڞಉࢀըのࢹ͔Βのࡂɾ෮ڵΨΠυϥΠϯʱのϙΠϯτͱආॴͰのײછ༧ରࡦɺҬのࡂରԠྗΛߴめ

Δためʹඞཁͳ͜ͱʹ͍ͭͯߨश͕ߦΘΕたɻࡂΛ୲͏۠ࢢொଜ৬һࣗओࡂձɺফஂɺொձͳͲ͕ࢀՃ͠たɻ

ɹ࣌ɿ���� �݄ ��ʢʣ��ɿ��ʙ ��ɿ��
ɹॴɿ;PPN
֓ɹཁɿ�ίϛϡχέʔシϣϯのҰͭͱͯ͠ඃࡂͰϛαϯΨͮ͘Γ͕࣮͞ࢪΕ͍ͯΔɻਅफେ୩のֶߍͰ͋Δͱ͍͏ຊֶのಛ

Λੜ͔͠ɺʮ͓೦चͮ͘ΓʯΛମ͠ݧたର໘活動͕ࣗॗ͞ΕΔதɺ෦һಉ࢜のίϛϡχέʔシϣϯ͕͔ΒΕたɻ

ɹ࣌ɿ���� ��݄ ��ʢʣ��ɿ��ʙ ��ɿ��
ɹॴɿژޫ՚女ࢠେֶ
ओɹ࠵ɿژޫ՚ࡂαʔΫϧ %BJTZ
֓ɹཁɿࡕ�ਆɾ୶࿏େࡂͰɺࡂରԠʹ͋たͬたਆࢢށ৬һのΠϯλϏϡʔΛͱʹ࡞͞ΕたŊ Χʔυήʔムࣜܗのࡂ

ݟΛग़͠߹͏͜ͱͰɺ͞·͟·ͳҙݟҙ͍߹͖ʹྫࣄのࡂཧղΛਂめたɻҰͭҰͭの͍ͯͭʹࡂΛ༻͍ͯࡐڭ
Ձ؍Λڞ༗͠ɺܾఆʹඞཁͳ報લఏ݅ʹ͍ͭͯݕ౼͠たɻ
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ମݧ
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ᶘ. Ϧʔμʔҭϓϩάϥムの։ൃࡂݮ



国際女性デーシンポジウムの開催
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Ⅲ

ᶙ. 女ࢠେֶ࿈ܞのためのωοτϫʔΫ

　女子大学連携ネットワークは、2018 年度、京都の３女子大学（京都女子大学、同志社女子大学、本学）が中心になって結
成された。2019 年度より大妻女子大学、和洋女子大学が幹事校に加わり、現在 5 女子大学で運営されている。これまで３回
のミーティングと 2 回の「国際女性デーシンポジウム」を開催する中で､ 多くの女子大学関係者とともに、女子大学が取り
組む課題などについて情報交換を行い、連携協力体制を構築している。

ʮ女ࢠେֶ࿈ܞωοτϫʔΫʯのझࢫ
これからの女子大学が取り組む課題について、情報交換を行い、連携協力体制を構築していきます。日本の女子大学が
果たす役割を共に考え、語り、発信し、学術的成果を提示するとともに、社会貢献の足がかりとしていきます。

ొஃऀʹΑΔҙަݟの༷ߨࢠԋ � ԋߨ � ԋߨ �

ɹ࣌ɿ���� �݄ �ʢʣ��ɿ��ʙ ��ɿ��
テʔϚɿେֶのΨόφϯスʹ͓͚Δ女性のࢀը
ΑΓࠃՃऀɿશࢀ ��໊͕ΦϯϥΠϯࢀՃ

֓ɹཁɿ女ࢠେֶのڭҭʹ͍ͭͯޠΔ͜ͱଟͯ͘Ŋ৬ͱ͠
ͯの女ࢠେֶʹ͍ͭͯ͑ߟΔػձগͳ͍ɻδΣϯμʔ
ฏୡ͕͍ຊʹ͓͍ͯɺ女性のΩϟϦΞܗΛ
ҙࣝ͠たڭҭ͕࣮ફͰ͖Δ女ࢠେֶ͕ɺޙࠓͲのΑ͏ͳ
ҙܾࢥఆϓϩηスΛ女ֶࢠੜʹ͍ͯͤ͘ݟの͔ʕɻ女ࢠ
େֶʹ͓͚Δ女性্Ґ৬ɾཧ৬ൺの࣮ଶ͔Βɺେֶ
Ψόφϯスの՝Λ͑ߟΔͱͱʹɺ女性のࢀըΛଅ͢
ための۩ମతͳߦ動ఏҊΛ͠ࢦɺ�໊のࢣߨʹΑΔ
ΘΕたɻߦ͕ڙ報ఏަݟԋɺҙߨ

ԋߨ �ɹ&6 ʹ͓͚Δߴڭҭؔػの女性のࢀը
ΦοΫスϑΥʔυେֶຊࣄॴදΞϦιϯɾϏʔϧࢯ

報ఏڙɹ女性活༂ਪਐ๏ʹߦͮ͘ج動ܭըʹ͍ͭͯ
େֶ෭ֶࢠޫ՚女ژ �女性ΩϟϦΞ։ൃڀݚηϯλʔ�Ճ౻ઍࢯܙ

ԋߨ �ɹ女ࢠେֶʹ͓͚Δ女性্Ґ৬ɾ女性ཧ৬のݱঢ়
ࢯਅԝڮߴतɹڭ෦।ֶࡍࠃେֶࢠೆ女ߕ

ԋߨ �ɹh 女性活༂ʱͱάουΨόφϯス
౦ژ女ࢠେֶݱڭཆֶ෦ڭत�Τϯύϫʔϝϯτɾηϯλʔɹۚඒಸࢯࢠ

ɹ女ࢠେֶʹ͓͚Δ女性্Ґ৬͓Αͼ女性ཧ৬のݱঢ়ʹ͍ͭͯւಓ͔Βࣛࣇౡ·Ͱશࠃ
ຊௐࠪʹΑΕɺ����جߍԋ͞ΕたɻֶߨେֶΛΦϯϥΠϯௐࠪ͠た݁ՌΛࢠの女ߍ��
ʹ ��ਓͩͬた女性ֶ ���� ʹཱࠃɺެཱɺཱࢲେֶΛؚめΔͱ ��ਓͱͳΓɺ
�� ؒͰ �ഒʹ૿Ճ͠たɻଞํɺશࠃʹ͓͚Δ女性ڭत ���� ࠒʹ ���� ਓ
લޙͰ͋ͬたのʹର͠ࡏݱ �ສ ����໊ͱͳΓ �ഒۙ͘ʹ৳ͼ͍ͯΔ͕ɺ࣮ࡍʹஉ性
तのׂ߹͕ѹతʹଟ͘ɺ��の݄のྲྀΕʹؔΘΒͣஉ女の։͖͋·Γվળ͞Εڭ
͍ͯͳ͍ͱ͍͏ݱঢ়֬ೝ͞Εたɻ·たશ女ࢠେֶʹ͓͚Δ৬Ґผ女性ڭһのׂ߹ΛΈΔͱɺڭत৬��ˋɺ।ڭत��.�ˋɺࢣߨ৬��.�ˋɺॿڭ
��.�ˋͱͳΓϐϥϛουܕʹͳ͍ͬͯΔɻ·た女性のڭत͕Ҏ্ΛめΔେֶޢɺӫཆɺՈɺࢠͲʹؔ͢Δֶ෦ʹภΓɺڭҭֶɺ৺ཧֶɺ
ҩྍɺϏδωスɺΩϟϦΞのઐʹͳΔͱɺஉ性ڭһのൺ͕͘ߴͳ͍ͬͯΔɻ͜のΑ͏ͳঢ়گΛ;·͑ɺ女ࢠେֶのଘࡏҙٛΛ͑ߟΔͱͱʹɺ
たɻ͠ىվめͯٞ͢Δඞཁ͕͋Δͱ՝ఏ͍ͯͭʹگըʯのঢ়ࢀಉڞӦମ੍ʮஉ女ܦ

ɹ女性活༂Λࣾձతඪͱͯ͛͠ܝΔҙຯͱɺάουΨόφϯスΛ্͢ࢦͰཹҙ͖͢
ຊ࣭తͳࢹʹ͍ͭͯߨԋ͞Εたɻۚࢯʮ女性活༂ʯͱ͍͏ඪのͱ女性のى༻
ׂ߹Λ૿͢͜ͱͱʮΨόφϯスʯのঢ়گվળผݸのͱͯ͠ݕ౼͢Δඞཁ͕͋Δͱ͠た
͏͑Ͱɺ͜のΛΕͳ͚Εɺ女性Λ૿͢͜ͱάουΨόφϯスΛ্͢ࢦͰॏཁͳ
ཁૉʹͳΓ͏Δͱड़たɻʮΫϦテΟΧϧϚスʯͱʮແҙࣝのόΠΞスʯ͕ɺҰఆのׂ߹
·Ͱ女性のΛ૿͢͜ͱͦΕࣗମʹΨόφϯスվળのҙຯ͕͋Δͱ͖ͯ͠た͜ͱʹٙ
͕ఄ͞ΕɺのٞΛ͢Δ͜ͱʹΑΓɺΨόφϯスվળの՝͔ΒΛͦΒͯ͠͠·͏Մ性ࢦఠ͠たɻ͢ͳΘͪɺ女性Λ૿͢͜ͱʹΑͬͯॏେ
ͳΨόφϯス՝͕ղܾ͠た͔のΑ͏ͳ֮ࡨʹؕΒͳ͍Α͏ຊ࣭ʹΛ͚ɺ女性活༂ʹΑͬͯΨόφϯス͕ͲのΑ͏ʹɺ·たͲのఔվળ
͞Εたの͔ɺ͋͑ͯҰาҾ͍ͯ৻ॏʹݕ౼͢Δଶ͕ޙࠓ·͢·͢ॏཁʹͳΔͱड़たɻ·たޙ࠷ʹ女性活༂Λޙԡ͢͠ΔためʹݱϨϕϧ
Ͱڠಇ͢Δஉ性のׂॏཁͰ͋Δͱૌ͑たɻ

ɹӳࠃʹ͓͚ΔߴڭҭؔػͰの女性ࢀըʹ͍ͭͯɺΦοΫスϑΥʔυେֶެతؔػのྫ
Λͱͬͯߨԋ͞ΕたɻΦοΫスϑΥʔυେֶのࣥߦ෦ɺͦ の���͕女性ʹΑͬͯ構͞Εɺ
���のΧϨοδ͕女性ֶΛى༻͢ΔͳͲ女性活༂͕ʹ͑ݟΔܗͰਐΜͰ͍ΔɻҰํͰ
ΞΧσϛοΫϙスτશମʹ͓͚Δ女性のׂ߹ۚ֨ࠩɺ活༂ʹ͍͍ͭͯ·ͩஉ女ؒ
ʹภΓ͕͋Δͱ͍͏ɻ͜のΑ͏ͳঢ়گʹର͠ӳࠃͰ �����ʹ৽͘͠ʮฏ๏ʢ&RVBMJUZ�
"DUʣʯ੍͕ఆ͞ΕɺେֶΛؚΉͯ͢のެతؔػɺஉ女のۚܖ༰の֨ࠩΛͳ͘͠ɺ
ΘΕ͍ͯΔɻ·たߦΛલਐͤ͞ΔऔΓΈ͕ۉձػ ����ʹ৽͍͠告ج४ʢӳ告
ࢭې告ΛのݱձʹΑΔのʣʹΑΓ性ผʹͱͮ͘ステϨΦλΠϓΛॿ͢Δදٞڠ४ج
͢ΔͳͲδΣϯμʔόϥϯスのҙ͕ࣝߴ·͍ͬͯΔɻϏʔϧࢯޙ࠷ʹɺ͜のΑ͏ͳྲྀΕΛ͞ΒʹՃ͢ΔためɺେֶͰ女性のτϨʔχϯά
Λޙԡ͠たΓɺװ෦ϙδシϣϯͰ女性Λى༻͠たΓɺステϨΦλΠϓΛड͚ೖΕͣઈ͑ͣઓ͢ΔͳͲଟ༷ͳऔΓΈ͕ඞཁͰ͋Δͱૌ͑たɻ

ɹ女性活༂ਪਐ๏͕ߦ動ܭըのࡦఆͱಧग़Λ͚͍ٛͮͯΔʮҰൠࣄ業ओʯのର͕ɺ
���� �݄ΑΓʮৗޏ࣌༻͢Δ࿑ಇऀ���ਓҎ্ʯʹ֦େ͞ΕΔためɺଟ͘の女ࢠେֶ
の՝Λ͚ͯʹΛѲ͠たΓɺ女性活༂گの女性ׂ߹ཧ৬の女性ׂ߹のঢ়࣌༺࠾͕
ੳ͠ඪΛઃఆ͠վળのための۩ମతͳܭըΛཱͯΔ͜ͱʹͳΔɻ͜のػձΛ活͔ͯ͠
女ࢠେֶʹ͓͚Δ女性のࢀըΛਐめΒΕΔΑ͏報Λఏ͠ڙたɻ



���� 

�݄ �� ɹΠϯλʔϯシοϓਖ਼՝Պཤमੜ

����

�݄ �� ɹϥΠϑσβΠϯֶՊ �
��݄ �� ɹҩྍֶࢱՊޠݴௌ֮ઐ߈ � �݄ �� ɹΠϯλʔϯシοϓਖ਼՝Պཤमੜ
��݄ �� ɹϥΠϑσβΠϯֶՊ � ��݄ �� ɹҩྍֶࢱՊޠݴௌ֮ઐ߈ �
�݄ � ɹҩྍֶࢱՊࣾձࢱઐ߈ ��݄ �� ɹϥΠϑσβΠϯֶՊ �
�݄ �� ɹΠϯλʔϯシοϓਖ਼՝Պཤमੜ

����ɹɹɹɹ�݄ �� ɹ৺ཧֶՊ
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ᶚ. ΩϟϦΞڭҭ

(1) キャリア支援

　 社会人に必要なこころ・知識・能力を養成するため、学生一人ひとりに寄り添い、きめ細やかなサポートを行っている。
また、自主的な学びと成長を促すための各コーナーを設置し、多様な選択肢から自分にあったキャリアを選択できるよう
環境を整えている。

ηϯλʔॴһͱซͤͯΩϟϦΞΞυόΠβʔʢ༗ࠃՈऀ֨ࢿʣ
Λஔ͖ɺࣾձਓʹͳΔための৺構͑جຊతͳϏδωスϚφʔ
ͳͲΛݸผʹࢦಋ͠ɺֶࡏੜଔ業ੜҰਓͻͱΓʹ͋ͬたஸೡ
Ͱత֬ͳΞυόΠスΛ͍ͯͬߦΔɻ���� ͔Β ;PPN
Λ༻͍たΦϯϥΠϯ໘ஊΛத৺ʹΩϟϯύスʹདྷΒΕͳֶ͍ੜ
ଔ業ੜʹΩϟϦΞΞυόΠスΛఏ͍ͯ͠ڙΔɻ

·た就৬支援ηϯλʔࡏ੶のΩϟϦΞΞυόΠβʔͱʮ͜Ε͔Βの女性のΩϟϦΞʹ͍ͭͯ͑ߟΔʯ
తʹઃ͚͍ͯΔɻۃձΛੵػঢ়ʹ͍ͭͯൃ৴͢ΔݱΔͳͲଟ༷Խ͢Δಇ͖ํの͢࠵ஊձΛ։࠲

ύιίϯ͔Β؆୯ʹ৬業報のࡧݕɺద性ͱ৬業ͱのద߹ɺΩϟϦΞϓϥϯχϯά͕Ͱ͖ΔʮΩϟϦΞɾΠϯαΠτʯΛಋೖ͍ͯ͠Δɻ
ΩϟϦΞΞυόΠβʔ͔Β݁ՌΛϑΟʔυόοΫ͠ɺ就৬活動͚ͩͰͳ͘ɺޙࠓのΩϟϦΞʹ͍ͭͯҰॹʹ͑ߟΔπʔϧͱͯ͠
活༻͍ͯ͠Δɻ

ֶ֤Պのχʔζʹ߹Θͤͯɺྟ࣮श就৬活動લのઐՈʹΑΔϏδωスϚφʔ࠲ߨ৬һʹΑΔϛχ࠲ߨΛ࣮͍ͯ͠ࢪΔɻ

ϏδωスϚφʔ࠲ߨɿ࣮शઌͰཱͭجຊతͳϚφʔɺݴ༿͍ݣɺΈͩ͠ͳΈɺѫࡰɺిԠରͳͲΛத৺ʹɺ࣮शઌのΞϙΠϯτの࿅श͓ྱঢ়のॻ͖ํͳͲ

ΩϟϦΞڭҭʹ͍ͭͯɿηϯλʔのΩϟϦΞڭҭʹ͍ͭͯ৬һ͕հ

���� ͔ΒηϯλʔʹਤॻίʔφʔΛઃஔ͠ɺཱࠃ女性ڭҭձؗʢ/8&$ʣ女性ڭҭ報ηϯλʔ
ॴଂਤॻのିग़αʔϏスΛ͍ͯͬߦΔɻΩϟϦΞɺࢠҭͯɺԌɺ-(#5 ͳͲɺຖճ͞·͟·ͳテʔϚの
ਤॻύοέʔδΛల͍ࣔͯ͠Δɻ

���� ͔Βηϯλʔʹʮଔ業ੜަྲྀスϖʔスʯΛ։ઃ͠ɺଔ業ੜのࣸإਅͱͦΕͧΕの就৬ઌの報ɺֶࡏੜ
のϝοηʔδͳͲΛ͍ͯࣔ͠ܝΔɻଔ業ੜʹͱͬͯӦ業ઌのͻͱͭͱ͍ͯͭ͠ͰେֶʹΛӡΔΑ͏ʹͳΔͱͱʹɺ
ੜʹͱֶͬͯࡏ 0( ๚Πϯλʔϯシοϓのػձʹͭͳ͕͍ͬͯΔɻ

ΩϟϦΞ૬ஊ

৬業ద性ࠪݕʢΩϟϦΞɾΠϯαΠτʣ

ΩϟϦΞΨΠμϯス

ਤॻίʔφʔ

ଔ業ੜհίʔφʔ

　全学科共通科目として正課内で行うインターンシップと併せ、正課外のプログラムも提供している。大学コンソーシ
アム京都のインターンシッププログラムをはじめ、企業・自治体・NPO 法人等での就業体験を通して、社会人としての
心構えや仕事のやりがい、働くことの意味を知り、自身の適性・能力を見出すきっかけにしている。インターンシップ
先の選択から応募書類のアドバイスや添削などの事前準備、実習終了後の振り返り作業や事後フォローまで、一人ひとり
に合ったきめ細かなサポートをしている。

(2) インターンシップ

ΠϯλʔϯシοϓઌҰ෦հ

ଜᨽ݊ࣜגձࣾɹژ支ళ

業֓ཁࣄ⾣ 業֓ཁࣄ⾣ 業֓ཁࣄ⾣

⾣࣮श༰ ⾣࣮श༰

⾣࣮श༰

Ճֶੜࢀ⾣ Ճֶੜࢀ⾣

Ճֶੜࢀ⾣

⾣�࣮ शؒظ ⾣�࣮ शؒظ ⾣�࣮ शؒظ

ձࣾΧʔスΩϟϦΞηϯλʔࣜג ਗ਼Ԃɹژੈٱࢢಛผཆޢਓϗʔム

शɾՌ報告ձֶޙࣄલֶशɾࣄ

ϏδωスϚφʔ࠲ߨʢΦϯϥΠϯʣ

ۚ༥औҾ業ʢίϯαϧテΟϯά業ɺ
ߦۜࢿ業ɺηʔϧスɾτϨʔσΟϯά
業ɺϦαʔν業ʣ

ج業ਪਐʢࣾձਓࣄܞ࿈ֶ࢈業ɾେֶɾا
Αͼ͓༺࠾ɺ৽ଔ࠲ߨɺΩϟϦΞ࠲ߨྗૅ
ࣾһҭίϯαϧʣ

ࣾձࢱ๏ਓɹհޢࢪࢱઃ

ۚ༥ڭࡁܦҭʢֶ࠲ɾάϧʔϓϫʔΫʣ
Λ௨ͯۚ͡༥業քʹର͢ΔཧղΛਂめΔɻ

ૅجΛ௨ͯࣾ͡ձਓ౼ݕࡦ業の՝ղܾا
ྗΛʹ͚ͭΔɻ

ಛཆࢣޢମݧɺ๚ޢମݧΛ௨ͯ͡
հޢࢱのݱΛཧղ͢Δɻ

ΩϟϦΞܗֶՊ �ੜ ৺ཧֶՊ �ճੜ

Պֶޢ �ੜ

���� �݄ ��ʢՐʣʙ�݄��ʢՐʣ ���� �݄ ��ʢՐʣʙ�݄��ʢۚʣ ���� �݄ ��ʢՐʣʙ�݄��ʢۚʣ

ηϯλʔΦϦδφϧのΠϯλʔϯシοϓϊʔτΛ༻͠ɺࣄલֶशͰا業ڀݚඪઃఆɺֶޙࣄशͰ࣮शΛৼΓฦΓɺͮؾ
͖ಘたྗΛ֬࠶ೝ͍ͯ͠Δɻ·たɺՌ報告ձͰɺϓϨθϯテʔシϣϯൃදͰ࣮शͰのՌֶͼΛڞ༗͠ɺޙࠓの就৬活動
কདྷのਐ࿏બʹཱ͍ͯͯΔɻ

Πϯλʔϯシοϓのࣄલֶशͱͯ͠ɺѫࡰిରԠɺϝʔϧのૹΓํͳͲɺࣾձਓ
ͱͯ͠のجຊతͳϚφʔΛशಘ͍ͯ͠Δɻ����  ;PPN Λ༻͍たΦϯϥΠϯ
ηϛφʔͱͳΓɺϒϨΠΫΞτηοシϣϯΛ活༻ͯ͠ϖΞϫʔΫʹऔΓΉͳͲ
σδλϧ࣌のΠϯλʔϯシοϓʹ߹Θͤた࠲ߨΛఏ͍ͯ͠ڙΔɻ

Πϯλʔϯシοϓϊʔτ Ռ報告ձ

ΠϯλʔϯシοϓલのϏδωスϚφʔ࠲ߨ
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(3) ボランティア

活動໊�ɿʮ͜Ͳເのళ֗ʯɹʦࢀՃऀαϙʔτʧ
࣌� ɿ����  ��݄ ��ʢʣ
ॴ� ɿΠΦϯϞʔϧژܡ

活動໊�ɿʮΤίͦΒΩοζʯɹʦӡӦαϙʔτʧ
࣌� ɿ����  ��݄ ��ʢʣɺ��݄ ��ʢʣɺ��݄ �ʢʣ
ॴ� ɿژΤίϩδʔηϯλʔ

活動໊�ɿژ໌ཱࢢಙ༮ஓԂɹ<อҭิॿ >�
࣌� ɿ����  ��݄ʙ ��݄ʢि �ʣ
ॴ� ɿژ໌ཱࢢಙ༮ஓԂ

活動໊�ɿ,PLPLB�ΦϯϥΠϯຊޠϘϥϯテΟΞɹʦຊֶޠशαϙʔτʧ
࣌� ɿਵ࣌
ॴ� ɿΦϯϥΠϯɺژڠྲྀަࡍࠃࢢձ

ؾݩՃऀΛࢀ͏·たɻͳ͔ͳ্͔खʹग़དྷͣ፠Ͷͯ͠͠·͡ײΔҎ্ʹ͜ͲͱのؔΘΓʹ͍͠ͱ͜ΖΛ͍ͯͬࢥ
͚ͮɺޙ࠷·ͰΓ͛Δ͜ͱΛαϙʔτΛ͢Δ͜ͱେมͰ͠た͕ɺͰ͖た࣌ʹ͜ͲたͪͱҰॹʹάʔλον͠
ͯશྗͰتͼ߹͏͑た͜ͱͱָ͔ͯͬ͠たͰ͢ɻੋඇ·たۙ͘ͰΔػձ͕͋ΓϘϥϯテΟΞ͕ग़དྷΔのͳΒࢀ
Ճ͠た͍Ͱ͢ɻ� ʢҩྍֶࢱՊɹࣾձࢱઐ߈ �ճੜʣ

Ճऀ͔Β৭ʑͳ࣭Λड͚たͱ͖ɺࢀΓɺΫοΩϯάのαϙʔτΛ͠·͠たɻמ২͑Ҵా͏ߦ͕ऀޢͲୡͱอࢠࢲ
ࣗのࣝΛͯͬ৭ʑ͑ߟͳ͕Β͔Γ͑͘͢Δのʹۤઓ͠·͠た͕ɺँײࢁのݴ༿Λ͖·͠たɻਓʹΘ͔Γ
͑͘͢Δの͜Μͳʹେมͩͱ͔ͬたͱಉ࣌ʹɺྸ͕ҟͳΔਓͱ͢ͱؾݩࢁΛΒ͑Δ͕ࣄ͔Γ·͠たɻ

ʢ݈߁ӫཆֶՊɹཧӫཆ࢜ઐ߈�� ճੜɹࠤʑɹඒߚʣ

͜のϘϥϯテΟΞ活動Λ௨͍ͯͮ͠ؾた͜ͱɺ༮ஓԂͰのੜ活のதͰࢠͲた͕ͪ༑ୡͱのؔΘΓΛ௨༷ͯ͠ʑͳ͜ͱ
ΛֶΜͰ͍Δͱ͍͏͜ͱͰ͢ɻͦ のதͰอҭऀͱͯ͠ࢠͲたͪの͑ΛઌճΓͯ͠ग़͢のͰͳ͘ɺҰॹʹ͖͑ߟ߹ͬ
͍ͯ͘͜ͱ͕େͩͱ͡ײ·͠たɻ� ʢ͜ͲڭҭֶՊ �ճੜʣ

ϘϥϯテΟΞ活動Λ௨ֶͯ͠Μͩ �ͭ͋Γ·͢ɻ�ͭɺʮͱָ͔ͯͬ͠たɻ
たΓɺ͡ײਓのֶशऀ͕ͯ͘͠Εた͜ͱͰΓ͕͍Λࠃ֎ɻʯͱ͢·͍͠ئճ͓࣍
活動ʹࢀՃ͍ͯ͠Δଞେֶのઌഐͱֶੜੜ活ͦΕͧΕのݧܦʹ͍ͭͯ͠たΓͱ
ֶ֎のํ͔Βଟ͘の͖ͮؾΛಘΒΕた͜ͱͰ͢ɻ�ͭɺֶशऀʹຊจԽޠݴ
Λ͑ڭΔ͜ͱͰɺ֎ࠃの෩शޠݴΛֶΔ͚ͩͰͳ͘ɺޠࠃࣗࠃのจԽʹ͍ͭͯ
վめͯೝࣝͰ͖た͜ͱͰ͢ɻ� ʢΩϟϦΞܗֶՊ �ճੜɹҪɹསބʣ

(4) 学 Booo

　教職員の提案により募集する通年・前期・後期のラーニングコミュニティ、通称『学 Booo（まなぶー）』は、自由参加型
の学習グループである。学生が自分の興味や関心のあるテーマを選択し、同じ興味を持った他学年・他学科の学生や教職員
とともに、少人数グループで定期的に集まり学習に取り組んでいる。アドバイザーである教職員とともに、学生が中心となっ
て積極的に活動し、座学型、体験型では自分磨きのために、PBL 型では地域連携や社会貢献に参画している。

ϨΠϯϘʔϓϩδΣΫτ

োのॏ͍ࢠͲたͪʢಛʹҩྍతέΞ͕ඞཁͳࢠͲたͪʣͱのަྲྀ͔Βɺ֎෦ؔػ
ͱ࿈ܞΛਤΓɺڙࢠたͪͦの͝Ոのৗੜ活の࣮Λཧղ͠ͳ͕Βɺࢲた͕ͪͰ͖Δ͜
ͱԿ͔Λ͑ߟΔ活動Λ͍ͯͬߦ·͢ɻࠓɺ�݄ʹҩྍతέΞのඞཁͳࢠͲͱͦの
Ոのډॴͮ͘ΓʹऔΓ·Ε͍ͯΔஂମʮҴՙのՈ΄ͬ͜Γʯओ࠵のʮϦϞʔτͰ༡΅
͏ʂʯʹࢀՃ͠ɺ��݄ʹҩྍతέΞΛඞཁͱ͢ΔࢠͲたͪのՈձʮ,*$,ʯʢژのҩྍ
తέΞΛ͑ߟΔձʣ͔ΒࢠͲたͪΛট͍ͯϦϞʔτʹΑΔަྲྀΠϕϯτΛ։͠࠵·͠たɻ
活動ʹɺຊֶのଔ業ੜͰઐ৬ͱͯ͠ಇ͘ઌഐࢀՃ͓ͯ͠Γɺֶੜたͪ͜の活動のҙ
ٛΛࣗのଔ業ޙͱॏͶ߹Θ͍ͤͯ·͢ɻ

୲ɹɿԘ㟒ɹਖ਼࢘ʢֶशステʔシϣϯʣɺখᖒɹઍথʢΩϟϦΞܗֶՊʣɺࡻౡɹًඒʢֶޢՊʣ

,0," ˑΦϨϯδαϙʔλʔζ௨ ܕ-�1#

௨ �ମܕݧ ����

���� ����

ӈ۠ژۙྡのҬʹ͓͚ΔೝのํΛؚめたऀྸߴɾো͕͍ऀʹର͢Δ৯支援のऔ
ΓΈʹֶ͍ͭͯͿͱͱʹɺऀྸߴো͕͍ऀの৯Δػのҡ࣋のൃܒͳͲɺֶੜ
ʹͰ͖Δ支援Λ͜͏ߦͱΛ活動のతͱ͍ͯ͠·͢ɻ
མͪண͍͕گછঢ়ײࠓ༧αϩϯʮ,0,"�ˑΦϨϯδαϩϯʯɺޢのհޱ͓
͍ͯた �݄ɾ��݄ɾ�݄ʹଠࢠಊͰ։͠࠵·͠たɻαϩϯ͕։࠵Ͱ͖ͳ͍݄ʹɺֶ
ੜ͕ऀྸߴの͓ʹ͓ిͯ͠ɺۙگΛͬたΓ࣍ճのαϩϯの͝ҊΛ͢ΔػձʢΦ
ϯϥΠϯ͓͠ΌΓձʣΛઃ͚·͠たɻ·たɺࠓɺ৯ΔػΛҡ࣋͢Δための
τϨʔχϯάΛ͠ࡌهたύϯϑϨοτの࡞ɺ্ڃੜ͔ΒԼڃੜʹ͚たษڧձΛ࣮
たɻ͠·͠ࢪ

୲ɹɿؔɹಓࢠʢҩྍֶࢱՊɹޠݴௌ֮ઐ߈ʣ

ࠓ �ͿΓʹର໘ͰのΦϨϯδαϩϯ͕։࠵Ͱ͖た͜ͱʹՃ͑ɺిͰのΦϯϥΠϯ͓͠ΌΓձྫͱҟͳ
Δ༰ͰのύϯϑϨοτの࡞ͳͲɺ৽͍͠ࢼΈʹઓ͢Δ͜ͱͰ͖·͠たɻ活動Λ௨ͯ͠ɺઁ৯ᅞԼʹ͍ͭͯのࣝ
͕૿͑ɺཧղ͕ਂ·Γ·͠たɻ·たɺ໘ʹԠ͡た૬खʹΘ͔Γ͍͢͠ํΛ͑ߟɺ࣮ફ͍ͯ͘͜͠ͱ͕Ͱ͖·͠たɻ
ϝϯόʔಉ࢜Ͱ༷ʑͳҙݟΛग़͠߹͍Λ͠ͳ͕Βɺؾ᥄ʑͱ活動Ͱ͖たのͰָ͔ͬ͠たͰ͢ɻ

ʢ݈߁Պֶ෦ɹҩྍֶࢱՊɹޠݴௌ֮ઐ߈ �ճੜʣ

·ͪͮ͘ΓϓϩδΣΫτ

ֶ۠のΈͳ͞ΜͱަྲྀΛਂめɺҬͱֶੜΛͭͳ͙͜ͱΛඪʹ活動ͯ͠େֶの͋Δࢠޫ՚女ژ
͍·͢ɻίϩφՒͰ活動੍͕͞ݶΕɺֶੜۤ࿑͢Δ͜ͱ͕ଟ͔ͬたののɺ��݄ ��ʹަྲྀΠϕ
ϯτʮඣ�ޫのޠ ���ʯόϯϒʔΩϟϯυϧˍϓϩδΣΫシϣϯϚοϐϯάΛֶͰ։͠࠵ɺଟ͘の
ҬのΈͳ͞Μ͕ࢀՃ͍ͯͩ͘͠͞·͠たɻΠϕϯτͰɺަྲྀΛ͔Δֻ͚ͱͯ͠দ΅ͬ͘Γ
ΛͬたϫʔΫシϣοϓΛ࣮͠ࢪたΓɺҬのΈͳ͞Μの͍ࢥֶੜのظΛॻ͖ग़ͯ͠Β͏Λ
たɻຊϓϩδΣΫτのऔΓΈɺֶ͠·ͪ࣋ ੜ͕େֶͰのֶͼΛਂめΔʹͳΔͱಉ࣌ʹɺࣗ Βのग़൪ɾ
ׂΛݟग़͢ػձʹͳ͍ͬͯ·͢ɻ

୲ɹɿߴɹथʢΩϟϦΞܗֶՊʣɺ࣏ۚɹ�ʢΩϟϦΞܗֶՊʣɹ

௨ ܕ-�1# ���� 

VO I C E

VO I C E

VO I C E

VO I C E

VO I C E

　 誰かの役に立つことの喜びを通して、心豊かな人間性を養い、受入先での業務と併せて、「働くことの意義・価値」を学
ぶ貴重な機会としている。当センターでは、学生一人ひとりに合ったボランティア活動への参加を勧めている。
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Ⅳ

ຊ º ਤॻؗαʔΫϧɹϏϒϦΦϑΟϦΞ

女ֶࢠੜʹΑΔબൃܒڍϓϩδΣΫτɹ ίϛϡχέʔシϣϯ支援ϓϩδΣΫτɹ

*`TDSFFNɹ

େֶӃΠϯλ 7JFX ʂ

ຊの౷ඒʮのテΠスτʯڀݚձ

͘Γ͍͑ͯ͌෦

ຊ͖ͳϝϯόʔ͕ू·ͬͯɺຊਤॻؗΛָ͠Ή活動Λతͱ͍ͯ͠·͢ɻॳਤॻؗ
Λ活༻͢ΔܭըͰ͠た͕ର໘͕͘͠ɺओͳ活動 [PPNͱͳͬͯ͠·͍·͠たɻ࠷ॳの活
動ͦΕͧΕ͕͓નめのຊΛհ͠·͠たɻຊ͕͖ͳϝϯόʔͦのຊʹ͍ͭͯଞਓʹΘ
͔ΔΑ͏ʹΛ͢Δ͜ͱۓு͋Γɺ͔ͬ͠たΑ͏Ͱ͢ɻ
�݄ɺਤॻؗͰॳめͯの活動ॻݿのମݧͰ͠たɻӾཡࣨͱҧ͍ɺ͍ݹຊ͕ଟ͘Ӿཡ੮
ͳ͍スϖʔスͰɺͦΕͧΕ͕ࣗ༝ʹຊΛखʹऔΓɺؒ࣌ΛΕָ͠Έ·͠たɻظޙʹೖΓɺ
ຊのϙοϓͮ͘Γ͕スλʔτɻจষΛ͑ߟΔ͜ͱʹ͔͔͕ؒ࣌Γ·͠た͕ɺσβΠϯɺలࣔํ๏
ͳͲのΞΠσΞʹ͍ͭͯձのதͰ࣍ʑͱग़͖ͯ·͠たɻ����य़ʹలࣔ͢Δ༧ఆͰ͢ɻ

୲ɹɿେݪɹՂੈʢਤॻؗʣɺԼɹཧࢠʢਤॻؗʣɹ

����ʹެ৬બڍ๏͕վਖ਼͞Εɺͬͩࡀ��たબݖڍྸࡀ��ʹҾ͖Լ͛ΒΕ·͠たɻ
͔͠͠ɺۙ࠷のબڍͰएのථԼ͕ݦஶͰɺબڍΛ͍ͯ͠ݖغΔएऀ͕ଟ͍の͕
たͪのࣾձະདྷͱ͕ࣗڍબ࣏ϓϩδΣΫτɺൃܒڍੜʹΑΔબֶࢠঢ়Ͱ͢ɻ女ݱ
ͭͳ͕͍ͬͯΔ͜ͱΛ·ͣࣗたֶ͕ͪͼɺ͞Βʹଟ͘のएऀʹ͍͖͑ͯた͍ͱ͑ߟɺ
活動͍ͯ͠·͢ɻ۩ମతͳ活動ͱͯ͠ɺ�݄ ��ͱ �݄ �ʹݱ৬のେٞࢢࢢࡕձٞһ
Λট͍ͯબൃܒڍ活動ʹؔ͢ΔษڧձΛ։͠࠵·͠たɻίϩφՒͰ೦ͳ͕Βेͳ活動͕
Ͱ͖ͳ͔ͬた໘͋Γ·͕͢ɺʮ"DUJWF ͳ "DUJPO ͕ະདྷΛม͑ΔʯΛϞοτʔʹҾ͖続͖
બൃܒڍΛ続͚͍͖ͯ·͢ɻ

୲ɹɿߴɹथʢΩϟϦΞܗֶՊʣɺ࣏ۚɹ�ʢΩϟϦΞܗֶՊʣɹ

͜の活動ɺίϛϡχέʔシϣϯʹোの͋ΔํͱのަྲྀΛ௨ͯ͠ɺ支援のࡏΓํ
ΛֶͿϓϩδΣΫτͰ͢ɻ
���� �݄ʹɺΦϯϥΠϯʮࣦޠαϩϯʯΛ։͠࠵ɺആ۟͠ΓͱΓΛָ͠Έ
·͠たɻ·たɺ༷ऀױの͝رͰےҤॖ性ଆߗࡧԽ༷ऀױʹ๚͠ɺ༷ऀױͱ͓
͍ͤͯ͠͞た͍ͩた͜ͱɺֶੜʹ͍ڧҹΛ༩͑ɺྟচՈͱͯ͠の࢟Λҭͯ
Δ͜ͱʹͳΓ·͠たɻͦのଞɺ��݄ʹɺ�ੜ�໊のଔ業ڀݚ報告ձɺ��݄ʹɺ
ର໘ͰのʮࣦޠαϩϯʯͱษڧձΛ։࠵ɻΦϯϥΠϯ։࠵ʹͳָ͍͠͞Ͱɺࣄ
ऀのํʹتΜͰ͍た͚ͩ·͠たɻ$07*%��� 支ऀͳ͕Βɺ·たোݟΛگછঢ়ײ
援࡞業ॴ๚Λ༧ఆ͍ͯ͠·͢ɻ

୲ɹɿদాɹ๕ܙʢҩྍֶࢱՊɹޠݴௌ֮ઐ߈ʣɺ୍ᖒɹಁʢҩྍֶࢱՊɹޠݴௌ֮ઐ߈ʣ

17ɺϓϩδΣΫシϣϯϚοϐϯάɺ73ମݧɾɾɾө૾Λத৺ͱ͠た༷ʑͳ࡞Λମ͠ݧた͍ɺ
ͭ͘Γた͍ʂͱɺֶ෦ɾֶՊΛ͑たϝϯόʔ̔ਓ͕ू·ͬたɺͦΜͳΫϦΤΠテΟϒͳֶ
#PPPͰ͢ɻिʹඒज़ؗͰのษڧձσΟスΧοシϣϯΛ͢ΔͳͲɺत業ޙのۭ͖ؒ࣌Λ
༗ޮ活༻͠ɺ݄̑ʹφΠτΦʔϓϯΩϟϯύスͰฉޫؗϓϩδΣΫシϣϯϚοϐϯάʹࢀ
Ճɻ·た��݄ʹɺֶ#PPPάϧʔϓのʮ·ͪͮ͘ΓϓϩδΣΫτʯͱ࿈͠ܞʮඣ�
ޫのޠ b��ʯͰϓϩδΣΫシϣϯϚοϐϯάΛ࣮͠ࢪ·͠たɻϝϯόʔͦΕͧΕのಘҙ
Λ活͔͠ɺ͕ࣗҰ͔Βख͔͚た࡞͕ݡ෩ؗのนʹө͠ग़͞Εた࣌ɺࢥΘͣϝϯόʔ
͔Β্͕͕Γ·͠たɻ͜Ε͔Βө૾Λ௨ͯ͠ɺޫ՚ͦͯ͠Ҭのਓʑʹײ動Λ༩͑ΔΑ͏ͳ࡞Λ੍͖͍ͯ͠࡞·͢ɻ

୲ɹɿޖɹߵʢΩϟϦΞܗֶՊʣ

たʮେֶӃΠϯλ�7JFXͬ·࢝ΑΓࠓ ʂʯɺଞେֶΛੵۃతʹ๚͠ɺࢪઃ
છײίϩφΠϧスܕେֶӃੜͱަྲྀ͢Δ͜ͱΛ༧ఆ͍ͯ͠·͠た͕ɺ৽ֶݟ
のӨ͔ڹΒɺΦϯϥΠϯͰの活動Λ͍ߦ·͠たɻ;PPNのΈの活動ͱ͍͑ɺ্ڃ
ੜͱԼڃੜɺଞେֶのେֶӃੜͱのؒͰॆ࣮͠たަྲྀ͕Ͱ͖·͠たɻଞେֶのӃੜ
ͱのަྲྀͰɺӃੜの就৬ઌͰ͋ΔཱࠃスϙʔπՊֶηϯλʔʹ͍ͭͯのઆ໌Λฉ
͘͜ͱ͕Ͱ͖ɺֶ෦ੜʹͱͬͯීஈ͋·ΓೖΔ͜ͱのͳ͍報ΛಘΔ͜ͱ͕Ͱ͖
·͠たɻ·たɺ໋ཱؗେֶスϙʔπ݈߁ՊֶڀݚՊʹࡏ੶͍ͯ͠Δຊֶ݈߁ӫཆֶՊཧӫཆ࢜ઐ߈のଔ業ੜͱのަྲྀͰɺެೝ
スϙʔπӫཆ࢜Λ͢ࢦઌഐʹɺʮେֶӃͰͲのΑ͏ͳ͜ͱΛֶͿの͔ʁʯɺʮެೝスϙʔπӫཆ࢜ʹͳΔためʹେֶӃਐֶҎ֎の
બࢶ͋Δの͔ʁʯɺʮେֶӃݧࢼ߹֨のためのίπʁʯͳͲɺ۩ମతͳ報ަ͕Ͱ͖·͠たɻઌഐのΛฉ͘͜ͱͰɺকདྷ
のબࢶΛ͑ߟΔ্Ͱྑ͍ܹʹͳͬたΑ͏Ͱ͢ɻ

୲ɹɿؠதɹ৳ʢ݈߁ӫཆֶՊɹཧӫཆ࢜ઐ߈ʣ��

౷จԽ͔ΒඒҙࣝΛֶͼײ性Λຏ͘ຊの౷ඒʮのテΠスτʯڀݚձͰࡢʹҾ͖
続͖ΦϯϥΠϯͰのઆ໌ձの։࠵ʹͱͲ·Γ·͠たɻணখɺॻಓͳͲຊจԽʹ
ձͰの活動Λ͓Λ͍たڀݚհの͋ͱɺݾՃΛಘͯɺࣗࢀຯの͋Δֶੜ͞Μたͪのڵ
͠·͠たɻ�݄ʹຊֶ͕ॴଂ͍ͯ͠Δेೋ୯のؑணʹֶ͍ͭͯͿΠϕϯτΛاը
͍ͯ͠·͠た͕ɺ೦ͳ͕Β৽ܕίϩφՒのӨڹʹΑΔ·ΜԆࢭॏાஔのؒظͱॏ
ͳͬたためɺதࢭͱͳͬͯ͠·͍·͠たɻֶ࣍ɾֶ֎ͰのମܕݧΠϕϯτΛத৺
ՃΛ͓͓ͪͯ͠Γ·͢ɻࢀຯの͋Δํの͝ڵʹ༧ఆͰ͢ɻຊの౷ඒ͏ߦըΛاʹ

୲ɹɿੈٱ�ಸԤʢϥΠϑσβΠϯֶՊʣɺ౻ݪɹՃ৫ʢֶઓུਪਐ෦ʣɺਅ౦ɹඒࢠʢຊֶݩ৬һɾଔ業ੜʣ

ຯ͕͋Δϝϯόʔ͕ू·ͬたのͰɺڵʹशֶֶޠのʮ͘Γ͍͑ͯ͌Ϳʯɺւ֎ࠓ
ӳޠのษڧձΛத৺ʹຖिΦϯϥΠϯͰ活動͍ͯ·͢ɻスϖシϟϧΠϕϯτͱͯ͠ɺʮω
ΠテΟϒスϐʔΧʔͱ͓͠ʂʂʯ։࠵ɻژॅࡏͰຊޠΛֶͿΞϝϦΧਓΛট͖ɺ
ӳޠのΈのϑϦʔτʔΫͰަྲྀ͠·͠たɻ·たɺϥΠϑϓϥϯφʔʹΑΔʮࣾձਓʹ
ͳΔためのܗ࢈ࢿʯΛテʔϚʹ͓ۚʹֶ͍ͭͯͼ·͠たɻ͚ͩྲྀަࡍࠃͰͳ͘ɺ࣮
ࣾձのΈのղܾʹ͚ͯษ͕ڧͰ͖Δのɺ͘Γ͍͑ͯ͌ͿのັྗͰ͢ɻ

୲ɹɿখࢁɹཧࢠʢظେֶ෦ϥΠϑσβΠϯֶՊʣ
ɹɹɹɹۚޫɹඒೆʢظେֶ෦ϥΠϑσβΠϯֶՊʣɹ

ຖि݄༵ʹӳޠΛͬたήʔムΛ͓ͯ͠ΓŊ ָ͠Έͳ͕ΒӳޠΛ֮͑Δ͜ͱ͕ग़དྷΔのͰ �ਓͰษ͢ڧΔΑΓӳ͕ྗޠ
্͕ͬたͱ͡ײͰ͍·͢ɻ༵Ͱӳ͖͕ޠͳਓւ֎のํͱ[PPNͰίϛϡχέʔシϣϯΛ͍ͯ͠·͢ɻษ͠ڧた͜
ͱΛ活͔͠ɺ࣮ ફతʹւ֎のํͱίϛϡχέʔシϣϯΛऔΔ͜ͱ͕ग़དྷɺͱָͯ͘͠ӳޠΛֶΜͰ͍·͢ɻւ֎のจԽ
ʹ͍ͭͯΔ͜ͱ͕Ͱ͖ΔのͰࢹ͕ͬたͱ͡ײ·͢ɻɹɹɹɹɹɹɹɹʢظେֶ෦ϥΠϑσβΠϯֶՊ �ճੜʣ

௨ �1#-ɾମܕܕݧ

௨ ܕ-�1# ௨ ܕ-�1#

௨ �ମܕݧ

௨ �ମܕݧ

௨ �ମܕݧ

௨ ܕ-�1# ���� 

����

����

���� ����

����

����

����

����

ޫ՚ͦͯ͠Ҭのਓʑʹײ動Λ༩͑ΔΑ͏ͳ࡞Λ੍͖͍ͯ͠࡞·͢ɻ

୲ɹɿੈٱ�ಸԤʢϥΠϑσβΠϯֶՊʣɺ౻ݪɹՃ৫ʢֶઓུਪਐ෦ʣɺਅ౦ɹඒࢠʢຊֶݩ৬һɾଔ業ੜʣ

VO I C E
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Ⅴ

(1) 本学のリカレントプログラム

科目一覧

①ビジネスプログラム

　本学では、女性キャリア開発研究センターと地域連携推進センターが協働し、卒業生や地域の社会人があらゆるライフ
コースで社会実現をサポートするべく 2019 年 9 月からリカレントプログラムを開始した。プログラムの一つである
ビジネスプログラムは、毎年「大学連携京都府リカレント」に選定されている。また 2021 年度には、文部科学省「就職・
転職支援のための大学リカレント教育推進事業」に採択され、「多様な知識で貢献する次世代ケアワーカー育成プログラム」
を実施した。本学にとってリカレント教育は、各センターが進めてきた女性のための就業支援と地域社会のための事業
を融合させ、「女子大学」の特性を活かした教育内容を付加した社会貢献活動として捉えている。仕事に復帰したい方、
専門職としてキャリアアップしたい方など、多様なニーズをもつ方々の就業を支援していきたい。

　リカレントプログラム受講者専用の「基礎講座」に加え、職場や社会で必要とされるスキルを身につけるため 4 学
部 7 学科の専門教育科目を活用するとともに、様々な課題に対応する力を養うために本学で開講される「リベラルアー
ツ教育科目」を提供している。また、講座を開設するだけでなく、就職のサポートや保育サポートも提供し、育児し
ながらでも参加しやすいようにしている。プログラムを修了するには、 60 時間以上の履修を満たすことを要件とし、
本学の「履修証明書」を交付している。

ᶛ. ϦΧϨϯτڭҭ

ʻΦϯϥΠϯٛߨの༷ࢠʼ

ʻΩϟϦΞσβΠϯ࠲ߨʼʻืूνϥシʼ

ʻΦϯϥΠϯٛߨの༷ࢠʼ

ʻΩϟϦΞσβΠϯ࠲ߨʼ

基礎講座（必修） 基礎講座（必修）

専門職講座（選択） 専門職講座（選択）

ビジネス講座（選択）
ビジネス講座（選択）

開講期間：9月16日 ～ 9 月 19 日、11 月 25 日、1 月 27 日
開講科目：

開講期間：9 月 21 日
開講科目：

開講期間：9 月 21 日～ 1 月 22 日
開講科目：

開講期間：9 月 27 日 ～ 1 月 24 日
開講科目：

【国家資格関連科目】
保育内容Ⅴ（総合表現Ⅰ）
保育内容Ⅴ（総合表現Ⅱ）
地域福祉Ⅱ
相談援助の理論と方法Ⅱ
摂食嚥下障害学特論
認知症特論
画像診断学演習
心理学的支援法
日常生活を支える看護技術Ⅱ

【国家資格関連科目】
保育内容Ⅴ（総合表現Ⅰ）
保育内容Ⅴ（総合表現Ⅱ）
地域福祉Ⅱ
相談援助の理論と方法Ⅱ
摂食嚥下障害学特論
認知症特論
画像診断学演習
心理学的支援法
日常生活を支える看護技術Ⅱ

開講期間：9 月 21 日～ 1 月 22 日
開講科目：

開講期間：9 月 27 日 ～ 1 月 24 日
開講科目：

【スキル科目】
実践中国語Ⅱ
簿記会計学　基礎と応用
経営法務
情報リテラシー応用 a ～ m
簿記・会計実務基礎
表計算スキルⅡ a・Ⅱ b
実践ビジネス英会話
実践英語Ⅱ B
コンピュータ活用 Ab
TOEIC Ⅱ
情報社会の未来を知る
コンピューターグラフィックス演習
観光英語Ⅱ
ワープロスキルⅡ a・ Ⅱ b
コンピュータ活用 Bb（グラフィック系）
プレゼンテーション・セオリー

キャリアデザインⅠ
キャリアデザインⅡ（11/25）
キャリアデザインⅢ（1/27）
ビジネスコミュニケーション
リーガルリテラシー
男女共同参画社会とジェンダー
マネジメントとリーダーシップ
IT リテラシー (Word, Excel, PowerPoint)
外国語基礎（英語 , 中国語 , ハングル）

キャリアデザイン
リーガルリテラシー
男女共同参画社会とジェンダー
マネジメントとリーダーシップ
IT リテラシ (Word, Excel, PowerPoint)
京の伝統産業

【スキル科目】
実践中国語Ⅱ
実践中国語Ⅱ
簿記会計学　基礎と応用
経営法務
観英語Ⅱ
情報リテラシー応用 a ～ m
簿記・会計実務基礎
表計算スキルⅡ a・Ⅱ b
実践ビジネス英会話
実践英語Ⅱ B
コンピュータ活用 Ab
TOEIC Ⅱ
情報社会の未来を知る
コンピューターグラフィックス演習
ワープロスキルⅡ a・Ⅱ b
コンピュータ活用 Bb（グラフィック系）
プレゼンテーション・セオリー

【多様な視点を養う科目】
女性のキャリアデザイン
国際関係論
国際社会とジェンダー a・b
社会政策
生活と防災 a or b
ソーシャルビジネス
社会学 b
観光リソース
地方自治
エンターテイメント論Ⅱ
社会とジェンダー

【多様な視点を養う科目】
女性のキャリアデザイン
国際関係論
国際社会とジェンダー a・b
社会政策
生活と防災 a or b
ソーシャルビジネス
社会学 b
観光リソース
地方自治
エンターテイメント論Ⅱ
社会とジェンダー

2020 年度修了生の声 2019 年度修了生の声

2020 年 度 2021 年 度

正社員になる前に必要な知識を得ようと思って
受講しました。社会や企業に対して多様な
見方が備わったことで心に余裕ができ、自ら
考えて動けるようになり、仕事への取り組み方
にも変化が出ました。また社会問題に対して
の考え方を子供と意見交換をする時間が増え、
子供の考え方に理解が深まったと思います。
リカレントプログラム全体を通して、他者
への興味が深まり、多様な考え方を受け入れる
幅が広がったことで円滑な人間関係が持てる
ようになりました。

出産を機に退職しましたが、就職を目指して
受講しました。保育サポートを受けながら毎日
子どもと出かけたことで、復職後の 1 日を
シミュレーションすることになり、チーム育児
として家族の協力体制を作ること、病後保育
やファミリーサポート等のフォロー体制を構築
することにも繋がりました。ファイナンシャル
プランニングやジェンダーの授業を通じて
夫婦で話し合う機会が増え、家族のライフ
プランを共有したり、ONE TEAM として
結束を固めることができたと思います。



▼プログラムの⽬的

京都光華⼥⼦⼤学
「多様な知識で貢献する次世代ケアワーカー育成プログラム」

利用者の
満足向上

利用者

環境の

変化

職場環境
の改善

介護職の
地位向上

求職者
増加

人材

育成

慢性的な介護職⼈⼿不⾜の解消
介護のストレスフリー実現

▼プログラムの特徴

① 京都光華が⽬指す健康創造キャンパス構想との融合
② 健康科学部専⾨職５分野の連携（在学⽣教育の発展）
③ 就職を⾒据えた社会福祉法⼈での現場実習
④ 介護職員初任者研修を組み込んだ即戦⼒育成
⑤ 修了⽣への「次世代ケアワーカー」履修証明書の発⾏
⑥ 実務家と専⾨研究職による次世代構想の共有

京都光華が⽬指す健康創造キャンパス構想との融合

福祉施設
上位認証
12法⼈

京都光華
健康科学部
５専⾨分野

▼企業・産業界との連携

経済団体︓京都商⼯会議所
⼤学︓⼤阪⼤⾕⼤学
地⽅⽀分部局︓京都労働局
地⽅公共団体︓京都府健康福祉部地域福祉推進課
ハローワーク︓京都府内・⼤阪茨⽊
企業︓京都福祉⼈材育成認証制度受託(株)エイデル研究所
NPO︓公益財団法⼈京都市男⼥共同参画推進協会

京都
光華

▼就職・転職⽀援に向けた取組／想定する就職先

① 職場⾒学と仕事紹介セミナー
② 上位認証法⼈での多様なインターンシップ
③ 福祉施設職員によるキャリアプラン講座
④ キャリアカウンセリング（福祉職・⼀般職）
⑤ 履歴書・職務経歴書の書き⽅指導

▼社会⼈の受講しやすい⼯夫
① 対⾯授業では、学内開講科⽬と京都中⼼地での開講科⽬を提供
② オンライン授業では、⾃習教室の開放と学習サポート要員を配置
③ 京都府全域に複数の現場実習地を提供
④ 託児サービスの提供，希望者に遠隔授業⽤タブレット貸与
⑤ 適性に応じて介護職以外への就職⽀援にも対応

▼受講期間・定員・⽬標
●受講期間︓4ヶ⽉（2021年9⽉下旬〜2022年1⽉）
●受講者数︓30名 ●就職・就業率︓80％

丁寧なジョブ
マッチング
福祉職 ・⼀般企業
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　本学には４つの学部があり、最も学生数が多い「健康科学部」では、
看護師、言語聴覚士、管理栄養士、社会福祉士などの専門職を養成している。
１つの学部のなかで専門職間の連携を図りながら、「健康創造キャンパス」
の実現を目指しており、ここに本学の社会科学系学部の教育を融合させた
のが今回のケアワーカー育成プログラムである。 

　介護の分野は慢性的に人手不足の状態にあるうえに、高齢社会の進展に
伴い、さらに多くの人材が必要とされている。介護職は仕事が厳しく労働
条件が低いという先入観をもつ人が多い分野であるが、技術革新や地位
向上のための取組みによって環境変化が著しい分野でもある。こういった
現状を求職者に広く知ってもらうとともに、様々な場面での対応能力が
期待される介護職員の職務内容を鑑み、多様な知識やスキルを体系的に
学ぶことができるカリキュラムを提供し、就業やキャリアアップにつな
げることにした。 

　申請にあたっては、「就職・転職支援のための大学リカレント教育推進
事業」に設定された３つのコースのうち、ｂコース（職業実践力育成コース）
を選択し、職業実践力育成プログラム（BP）への移行を視野に入れて
プログラム開発に取り組むこととした。

　本プログラムの受講対象（職業の種類）は、福祉施設、介護施設への就職を目指す者、就職先として適性を確認し
たい者、将来的に介護支援専門員（ケアマネージャー）、ソーシャルワーカー、社会福祉の専門的職業（社会福祉協議会・
地域包括支援センター相談員）などを目指す者とし、主に失業者、非正規雇用労働者、転職希望者の受講を想定した。
カリキュラムには下記の５つの科目群を設定した。
　受講期間は、4 ヶ月間（2021 年 9 月下旬～ 2022 年 1 月）とし、授業時数（認定時間数）60 時間以上の受講お
よび最終レポートによって、本学「履修証明書」を交付する。

　本事業は、コロナ禍における雇用情勢の中で、全国の大学が企業・経済
団体・ハローワーク等と連携し、2 か月から 6 か月程度の短期間で就職・
転職に繋がる受講費無料（テキスト代除く）のプログラムである。内容
は社会的関心の高い DX（AI・IoT）、医療・介護、地方創生、女性活躍を
中心に基礎的なものから応用的なものまで全国で 22 都道府県、本学の
プログラムを含めて 63 プログラムが採択されている。

現場実践と多彩な講座を提供
就職・転職をサポート！

現場実践と多彩な講座を提供
就職・転職をサポート！

現場実践と多彩な講座を提供
就職・転職をサポート！

★働きやすい上位認証法人でインターンシップ

★ ビジネススキルの習得とメンタルサポート

★ 専門職による連携講座

★ ケアワーカーに必要な資格取得

★ 適性を見極め一般企業への就職も支援

５つのポイント!

「看護師/管理栄養士/言語聴覚士からみた在宅ケア」
「カウンセリングマインド」 
「家庭内の虐待への対処」
「AIが変える在宅医療」 
「ビジネスマナー」
「インターンシップ」 
「防災介助士講座」など

このプログラムでは、京都府が福祉人材の確保・育成を目的に取り組んでいる
「きょうと福祉人材育成認証制度」において、より先進的な取組を行っている
と認められて上位認証を受けている法人の事業所でインターンシップを行う
予定です。

講　　座 

スケジュール

2021年
7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

2022年

申
込
期
間

申
込
締
切

8/31

講　　座

インターンシップ〈1日/3～5日〉

介護職員初任者研修

就　職　支　援

履修証明書発行▲

5種43講座からなるカリキュラム
より選択、社会のニーズに沿った
ケアワーカーの育成を行います。

受講生
募集
受講料無料京都光華女子大学リカレントプログラム

【変わる介護現場を体験】

キャンパスで学ぶ！

就　　職

多様な知識で貢献する次世代ケアワーカー育成プログラム
文部科学省選定
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②多様な知識で貢献する次世代ケアワーカー育成プログラム

文部科学省「就職・転職支援のための大学リカレント教育推進事業」
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科目群 講座数 目的・内容

(A) 専門職連携 ９
在宅ケアに関わる多彩な専門職の方々より、それぞれの立場からみた在宅ケアの現状、意義、将来
のことなどを学ぶことで、介護の仕事を立体的にとらえる。（必須１，選択８）

(B) スキルアップ ９
介護の現場で発生する困りごとへの対処能力を高めるために、アサーティブネス、怒りのコントロール、
自分を守るための方法、家庭内虐待への対処方法などを学ぶ。また、将来のキャリアアップのために、
ケアマネジャー、介護福祉士への道筋を示す。（必須４，選択５）

(C) 専門知識・
　  職場実習

１０
社会福祉法人と連携し、座学と現場実習を組み合わせて介護の専門知識とスキルを習得する。人材
育成や職場への定着支援に積極的に取り組む福祉・介護事業所を認証する京都府の制度も活用し、
自分に合った働き続けやすい職場を探すことを目指す。（必須３，選択７）

(D) ビジネススキル ８
これからの介護職に不可欠なＩＴリテラシーやスマホのリテラシー、情報収集・活用力などを身に
つけるとともに、各種法令や、客観的・論理的な報告書を作成するスキルを習得する。（必須２，選択６）

(E) 専門職資格対策 ６
介護職に必要な資格、介護職としてより高度なスキルを身につけるための資格取得講座を開講する。
ガイドヘルパー、ＭＯＳ、教養科目などを提供し、スキルアップを支援する。（選択６）



C e n t e r  f o r  w o m e n ’ s  C a r e e r  D e v e l o p m e n t  A n n u a l  R e p o r t  2 0 2 0  -  2 0 2 1 3130

Ⅴ

専門職連携

専門知識・職場実習

スキルアップ

専門職資格対策

ビジネススキル

必修／選択

必修／選択

必修／選択

必修／選択

必修／選択

講座名（認定時間数）

講座名（認定時間数）

講座名（認定時間数）

講座名（認定時間数）

講座名（認定時間数）

受講形態

受講形態

受講形態

受講形態

受講形態

必修
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択
選択

必修
必修
必修
必修
選択
選択
選択
選択
選択

必修
必修
選択
選択
選択
選択
選択
選択

選択
選択
選択

必修
必修
必修
選択
選択
選択
選択
選択
選択

専門職による在宅ケア（２）
看護師からみた在宅ケア（２）
薬剤師からみた在宅ケア（２）
管理栄養士からみた在宅ケア（２）
理学療法士からみた在宅ケア（２）
作業療法士からみた在宅ケア（２）
言語聴覚士からみた在宅ケア（２）
歯科衛生士からみた在宅ケア（２）
地域包括ケアシステムの仕組み（２）

アサーティブトレーニング（２）
アンガーマネジメント（２）
カウンセリングマインド（４）
家庭内の虐待への対処（２）
自分のためのメンタルヘルス（２）
家事支援スキル（基礎）（４）
家事支援スキル（応用）（４）
ケアマネジャーを目指す（２）
介護福祉士を目指す（２）

ビジネスマナー（４）
評価される報告書の書き方（４）
IT リテラシー (Word/Excel)（４）
スマホリテラシー（４）
プレゼンテーション演習（４）
マネジメント演習（２）
税と法律 ( 基礎 )（２）
税と法律 ( 応用 )（２）

ガイドヘルパー（８）, 防災介助士対策講座（３）
介護職員初任者研修（１２）
MOS 対策講座（１２）

社会福祉の基本概念（４）
職場研究（２）
ＡＩが変える在宅医療（２）
介護におけるコミュニケーション技術（４）
行政サービス（２）
事業所の運営（２）
インターンシップ（１日）（６）
インターンシップ（３～５日）（１８）
サービス介助士基礎研修（２）

オンライン受講可
オンライン受講可
オンライン受講可
オンライン受講可
オンライン受講可
オンライン受講可
オンライン受講可
オンライン受講可
オンライン受講可
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　本プログラムの特色の一つは、「専門知識・職場実習」科目群に設置された「インターンシップ」（１日コース、
３～５日コース）である。京都府は、人材育成や職場への定着支援に積極的に取り組む福祉・介護事業所を京都府
が定める基準に沿って認証するという「きょうと福祉人材育成認証制度」を全国に先駆けて創設している。
　現在、約 300 の法人が京都府に認証されているが、さらにその中から、より厳しい基準（上位認証評価項目、定量的
指標による評価項目、独自の取組の評価）を満たした 12 法人が「上位認証法人」に選ばれており、本プログラムの

「インターンシップ」では、これらの法人のうちの 10 法人で実習を行うことができる。

　また、本事業では効率的な運営を行うために「事業実施委員会」を設置し、さらにその中に４つのワーキング（教務、
募集、就職、評価）を置いて、地方支分部局、地方公共団体、企業、ＮＰＯ、他大学と連携を取りながらリカレント
プログラムを推進した。

講座一覧

講座風景



● 女性のためのリカレント教育推進協議会 事務局
                        　　日本女子大学リカレント教育課程　〒１１２-８６８１東京都文京区目白台２-８-１　

                        　　電話  ０３-５９８１-３７５１   ホームページ  https://www5.jwu.ac.jp/gp/kyogikai/

● 日本女子大学現代女性キャリア研究所

                        　　電話  ０３-５９８１-３３８０   ホームページ  https://riwac.jp/

登壇者プロフィール（登壇順）

中村天江  ［なかむら・あきえ　公益財団法人連合総合生活開発研究所 主幹研究員］

『働くの未来』『これからの労使関係』をテーマに調査研究・政策提言を行う。「２０２５年」「Work Model ２０３０」「マルチリレーション社会」

等を発表。仕事と２人の子育てをしながら一橋大学で博士号（商学）取得。 ２０１７年から中央大学客員教授。 近著は「採用のストラテジー」

（慶應義塾大学出版会）。 同一労働同一賃金や東京一極集中の政府委員もつとめた。

矢島洋子  ［やじま・ようこ　三菱 UFJリサーチ&コンサルティング株式会社 執行役員 主席研究員］

ダイバーシティ、働き方改革関連の研究・コンサルティングに取り組んでいる。 ２００４年４月～２００７年３月、内閣府男女共同参画分析官。

著作に『ダイバーシティ経営と人材活用』（共著）等がある。

参加大学プログラム名称

●日本女子大学 「リカレント教育課程」（再就職のためのキャリアアップコース、働く女性のためのライフロングキャリアコース） 

● 関西学院大学 「ハッピーキャリアプログラム」（女性のキャリアアップ・起業コース、女性リーダー育成コース、大学連携オンラインコース ) 

● 明治大学 「リバティアカデミー」女性のためのスマートキャリアプログラム（昼間コース、夜間・土曜主コース） 

● 福岡女子大学 「女性のためのウェルカムバック支援プログラム」

● 京都女子大学 「リカレント教育課程」（平日通学コース、再就職支援コース、ブラッシュアップコース、キャリアアップコース） 

● 京都光華女子大学・京都光華女子大学短期大学部「次世代ケアワーカー育成プログラム」 

● 山梨大学 「未来の山梨を作るウーマンズコミュニティープログラム」

加藤千恵
京都光華女子大学 副学長

女性キャリア開発
研究センター長

坂本清恵
日本女子大学

現代女性キャリア研究所所長
生涯学習センター所長

女性のための
リカレント教育推進協議会

会員校

パネリスト

井田正道
明治大学

リバティアカデミー長
政治経済学部教授

船越伴子
関西学院大学専門職大学院
経営戦略研究科 非常勤講師

株式会社ヒューマンラボ取締役

中村天江
公益財団法人連合総合生活開発研究所

〈パネルディスカッション コーディネーター〉

矢島洋子
三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング株式会社

ごあいさつ 

大同生命創業者の一人、広岡浅子。 「女性実業家のさきがけ」である彼女は、女子教育の発展にも情熱を注ぎ、

日本女子大学様の創立に深く関わりました。 

　そうしたご縁から、当社は、２０１５年度より日本女子大学様が主催される講座へのご支援をスタートしました。 

２０２０年度からは、女性のさらなる社会参加を促進し、サステナブルな社会の実現を目指す「女性のためのリカ

レント教育推進協議会」にご支援させていただいております。

　当シンポジウムが、一人でも多くのみなさまにとって有意義な機会となりますことを祈念いたします。

大同生命保険株式会社

問い合わせ先

京都光華⼥⼦⼤学
リカレントプログラム

�"�������

次世代ケアワーカー育成プログラム

2021年12月18日

女性キャリア開発研究センター長
加藤千恵

第３回「女性のためのリカレント教育推進協議会シンポジウム」

コロナ時代の女性の就労と
リカレント教育

京都光華⼥⼦⼤学
京都市右京区⻄京極にて「仏教精神に基づく⼥⼦教育」を実践

健康栄養学科
健康スポーツ栄養

専攻

健康科学部

健康栄養学科
管理栄養⼠専攻

健康科学部

医療福祉学科
社会福祉専攻

健康科学部

看護学科

健康科学部

医療福祉学科
⾔語聴覚専攻

健康科学部

⼼理学科

健康科学部

こども教育学科

こども教育学部

キャリア形成学科

キャリア形成学部

ライフデザイン
学科

短期⼤学部

助産学専攻科

専攻科

看護学研究科
看護学専攻
[修⼠課程]

⼤学院

⼼理学研究科
臨床⼼理学専攻
[修⼠課程]

⼤学院

1939 年 学園設立
1950 年 短大設置
1964 年 大学設置
1998 年 大学院設置

2013年
地域連携推進センター開設

2016年
女性キャリア開発研究センター開設

両センターでリカレント教育を担当
2019〜ビジネス系・専⾨職向け
2021〜次世代ケアワーカー育成

C e n t e r  f o r  w o m e n ’ s  C a r e e r  D e v e l o p m e n t  A n n u a l  R e p o r t  2 0 2 0  -  2 0 2 1 3332

Ⅴ

(2) 女性のためのリカレント教育推進協議会

　女性のためのリカレント教育課程を実施する本学、日本女子大学、関西学院大学、明治大学、福岡女子大学、京都女子大学、
山梨大学の７大学は、大学が相互に連携をとりながら、問題点の共有と解決に向けての検討を行うとともに、社会的認知
のため啓発活動、関係官庁への提言などを行うため、「女性のためのリカレント教育推進協議会」を運営している。2020
年度は、リカレント教育の取り組みと展望をテーマに、シンポジウムを開催した。
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女性キャリア開発研究委員会

（2020 年度）

加藤　千恵（センター長／副学長／キャリア形成学部キャリア形成学科 教授）

和田　幸子（こども教育学部こども教育学科 准教授）

南　多恵子（健康科学部医療福祉学科 准教授）

藪添　隆一（健康科学部心理学科 教授）

原　　正美（健康科学部健康栄養学科 教授）

貞岡　美伸（健康科学部看護学科 教授）

吉田　咲子（キャリア形成学部キャリア形成学科 准教授）

鹿島　　我（短期大学部ライフデザイン学科 教授）

三宅　麻未（センター所員 助教）

片瀬　慶子（副センター長）

小竹　　梓（センター所員）

種子　亜希（センター所員）

（2021 年度）

加藤　千恵（センター長／副学長／キャリア形成学部キャリア形成学科 教授）

山﨑　玲奈（こども教育学部こども教育学科 准教授）

関　　道子（健康科学部医療福祉学科 准教授）

千野  美和子（健康科学部心理学科 教授）

巽　美奈子（健康科学部健康栄養学科 講師）

貞岡　美伸（健康科学部看護学科 教授）

吉田　咲子（キャリア形成学部キャリア形成学科 教授）

羽深　太郎（短期大学部ライフデザイン学科 講師）

三宅　麻未（センター所員 助教）

片瀬　慶子（副センター長）

辰巳  和可沙（センター所員）

小竹　　梓（センター所員）
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